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井伏鱒二談話・座談目録稿
－調査現況報告－
前　田　貞昭
はじめに
先に、『国文学解釈と鑑賞』別冊　〈井伏鱒二の風貌姿勢〉（1998年2月5日）に［井伏鱒二
座談目録」を掲載する機会を得た。本稿は前掲「井伏鱒二座談目録」の項目数を増やすと
ともに、堀部功夫氏、丸川治氏の御教示とその後の調査によって遺漏を補ったものである。
「井伏鱒二著作年表稿」公表以来、種々ご援助を頂戴したが、特に、前掲「井伏鱒二座談
目録」並びに本稿作成にあたっては、堀部氏のほか、岩崎文人、専横武夫、東郷克美、林
泉、山内祥史の各氏から資料や御教示をいただいた。また、一々お名前を上げることはし
ないが、新版『井伏鱒二全集』（筑摩書房）編集過程において、多くの方々から貴重な資料
や情報を提供していただいた。以上を併せて、ここに編集した。
ここには、「談話・座談」の意味を広く解し、電話取材に拠ると思われるものから、井伏
自身の校閲を経たと推測されるものまで掲出した。これらの資料的価値については、行文、
掲載誌紙の種類、掲載欄、再録の有無などによって総合的に判断されたい。
現物調査にあたっては、国立国会図書館、日本近代文学館、神奈川近代文学館、京都府
立総合資料館、兵庫県立図書館、神戸市立中央図書館の所蔵資料、兵庫教育大学附属図書
館の所蔵資料ならびに各種資料の模写依頼サービスを利用させていただいた。
近年の、専横武夫「井伏鱒二参考文献近況手控」（『滋賀大国文』第28号、1990年6月1
日）、同「井伏鱒二参考文献近況手控（二輯）」（『滋賀大学教育学部紀要』第43号、1994年
3月21日）、松本武夫「井伏鱒二略年譜（昭和十六年～平成八年）」（『立正大学文学部研究
紀要』第13号、1997年3月15日）、『大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録』〈人名編1〉（大宅壮
一文庫、1985年6月1日）、『大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録1988－1995』〈人名編1〉（紀
伊国屋書店、1997年1月20日）、『大宅壮一文庫雑誌記事総索引1888－1987迫補』（紀伊国屋
書店、1997年3月10日）などの成果を活用できているか、不安が残る。遺漏・誤脱については、
〒673－1494兵庫県加東那社町下久米942－1兵庫教育大学言語系教育講座　前田貞昭まで、御
教示たまわらんことを切に願う。
凡例
（1）掲出文献を、
I　談話筆記・インタビュー・講演記録など
Ⅲ　対談・座談など
Ⅲ　訪問記事など
の三種に分け、それぞれ年代順に配した。殊にIとⅢとの厳密な区分は困難ではあるが、
一応、以下のように分けた。Iには、「談」などの表示があり井伏文が単独で掲載された
もの、インタビューなどの一間一答形式や井伏談話を中心に構成されたもの……など、
井伏を発話の主体として綴られた体裁のものを置き、Ⅲには、井伏発言が直接示されて
はいるが従属的性格が強く、記事執筆者の文章を主体として綴られていると判断したも
のを置いた。なお、1966年秋（受賞決定10月21日、伝達式日月3日）の文化勲章受章関係
－14－
分は、Iに掲げた。
また、井伏発言が直接に引用されていないものや、引用があっても断片的なものは、
瞥見の範囲内で、参考として末尾に掲げた。
（2）各記事については、［初出］、［聞き手］（記事の体裁に応じて［筆者日華記者日出席者］などとした）、
［中見出］、［編注］、［再録］などの項目に分けて記述した。編者が補った記述は原則とし
て、〔〕に括った。なお、［初出］の項では、月刊誌で「正月号」「新年号」などとある
場合は、「1月号」と表示した。1945年以前のものについては、発行日に続けて（）内に
印刷日を示した。また、新聞に関しては夕刊のみその旨を記した。
（∋）新聞掲載分で複数の見出がある場合、該当記事に付された個別の見出を標題として採
用し、記事全体を示す大見出などは［編注］に掲げた。新聞のコラムなどの連載記事につ
いては、連載欄名を標題の冒頭に配し、その後に個別の見出を配した。初出において固
有の標題を持たない場合には、該当記事の掲載された柵名などを〔〕に括って示した。
なお、出席者名のところに付されている、「作家」・「日本画家」などの肩書き、あるいは
「司会」・「進行」などの掲載記事における役割を示す字句は、該当者名の後に（）に括
って示した。また、本文末尾などに他の参加者と別扱いで掲げられている者については、
［出席者］に〔〕で括って示し、その旨を［編注］に記した。
（4）初出標題と再録標題が異なる場合は、再録書における標積を再録の項に［］で括って
示した。ただし、「対談」「特別対談」などの記事の形態を示す語句が削除された場合は、
一々示さなかった。再録書についての注記は†の後に記した。
（5）初出未確認のものについては、標題の頭に※を付した。なお、合冊になっているなど
の事情で確認できなかった巻号は、「第‡巻第＊号」のように‡で示し、巻号を『県、・と神奈川
近代文学館収蔵／新聞・雑誌目録／1995年版』（神奈川文学振興会、1996年3月15日）、
『昭和文学年表』全9巻（明治書院、1995年3月20日～1997年12月10日）などに拠ったのを
はじめとして、他の資料で推定した事項は「第2巻第9号」のように斜体で示した。
（6）漢字の字体は、現物に従うことを旨としたが、印刷の都合上、現行の字体に改めざる
をえなかった箇所が少なくない。
I　談話筆記・インタビュー・講演記録など
井伏鱒二氏－水ノ江瀧子嬢
［初　出］『文学時代』（新潮社）第3巻第9号（9月号）10頁（口絵）1931年9月1日（8月19日）
［筆記者］無署名
［編　注］「新秋二重奏」の内。井伏と水ノ江瀧子が一緒に写った写真1枚とともに以下の
文を掲載。r r水ノ江瀧子はいゝね。然し彼女は背が非常に高い。僕よりも高
いだらう。僕は腰かけて揺さう。この間洩草でみんなと彼女にトンカツの御招
待を受けたのだがそのお鰻を今日言はう。この間はトンカツを御馳走さま。と
いはうか。彼女は何と答へるだらう。とにかく水ノ江瀧子は美人だ。僕より背
の高いことが、少し困るが、彼女と寓眞を撮ることは賛成である。」以上は寓
寅を撮る前の日の井伏氏の言葉。そして舞重要でいよいよ御封面に及ぶと
「　」「　」」
直木賞受賞者／井伏鱒二氏と－同一菩（上）（下）
［初　出］『信濃毎日新聞』第20040号第6面1938年2月23日、第20041号第4面2月24日
［聞き手］篠原文雄
［編　注］冒頭に以下のようにある。「純文壇の雄、井伏鱒二氏が直木賞を獲得した。さき
ママ
に文嚢懇話含賞をもらった室生犀生、横光利一（．）尾崎士郎などゝ同じやうに、
井伏氏の受賞は直木賞の名義にこだはらずに、事寅上の文薮春秋社賞の選に入
ったと解すべきが妥皆であらう。選ばれた作品は「ジョン萬次郎漂流記」その
－15－
他ユーモア物とあるが、我国文壇に滞日な風格と才能をうたはれてゐる作家井
伏鱒二氏に心境を打診してみた。」この冒頭文に続いて、「ジョン万次郎漂流
記」の粗筋を紹介し、一間一答がある。
かはせみ
音羽雀のをぢさん
［初　出］月報『創元』（創元社）第1巻第2号（4月号）18頁～20貢1940年3月31日（3月27日）
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「（談話筆記）」。表1には「創元」、奥付には「月報『創元』」とある。
［再　録］『井伏鱒二全集』第9巻（筑摩書房、1997年7月25日）
〔直木賞を撲って…〕
［初　出］『文垂読物』（昭和書房）第7巻第6号（6月号）38頁1948年6月1日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。直木賞第－一一回選考委員会。リード「三月九日開催の筈であった直木
ママ
賞詮衡委員合は、菊池寛氏逝去の偽延引し、四月九日午後三時より、港匝芝今
入町日本文学振興合に於て、第一回委員合を開催した。久米正雄氏外各委員出
席、他に日本文畢振興含理事として永井龍男が参加した。以下は各委員の意見
を筆記したものである。」
［再　録］『井伏鱒二全集』第12巻（筑摩書房、1998年11月25日）
〝悪人〟　にされた／井伏鱒二氏談
［初　出］『時事新報』第20141号第2両1948年6月17日
［筆記者］無署名
［編　注］太宰治入水関連記事「死体あがらぬ、′′人食い川〝／太宰氏捜索」の内。井伏談
話記事の前に、「太宰氏が美知子夫人にのこした遺書には「あなたをきらいにな
ったから死ぬのではない、小説を書くのがいやになったからです」と自殺の動
機をのべ、さらにr井伏さんは悪人です．と結んでいるが、これにつき井伏鱒
二氏は十六日太宰氏宅でつぎのように語った」とある。
惜別
［初　山］『日本読書新聞』第447号第2面1948年6月30日
［筆記者］無署名
［編　注］筆名下「談」。本文末尾に「（六月廿三日）」とある。「作家太宰治」の内。
［再　録］①『掘り出しもの』（創元社、1950年9月10日）。（診『純粋の声・風貌姿勢』〈現
代日本随筆選1〉（筑摩書房、1953年7月20日）。③『井伏鱒二全集』第10巻（筑
摩書房、1965年2月25日）。④『風貌・姿勢』〈現代日本のエッセイ・講談社文芸
文庫〉（講談社、1995年6月10日）。⑤『井伏鱒二全集』第12巻（筑摩書房、1998年
11月25日）
太宰治の死
［初　出］『ホープ』（賓業之日本社）第3巻第8号（8月号）36頁～37頁1948年8月1日
［筆記者］無署名
［編　注］筆名下「談」。この井伏談話は、顔開夫「「三鷹心中．を追ふ－太宰治氏情死の
現場－」という記事の上部に掲載。
弘の原稿料
［初　出］『図書新聞』第37号第2面1950年3月22日
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「（談話）」。
ー16－
賞を受けて
［初　出］『濱寅新聞』第26376号第4面1950年5月27日
［筆記者］無署名
［編　注］あるいは、談話筆記か。「讃貴文畢賞の作品」の内。正宗白鳥（選考委員）「異
色あるユーモアと諷刺／井伏鱒二氏本日休診ほか」、「井伏鮨二氏の近影」との
キャプション付き写真1枚、井伏も講師として名の上がっている読売文学賞記念
講演会（29日）の案内などを掲載。なお、同賞受賞者は、第26373号5月24日朝刊
ママ
第1両、読売新聞社名義「初の頭費文撃賞／受賞者五氏決る」の記事で発表。同
記事には、「毎年一回小説、戯曲、文芸評論、詩歌、文学研究の五部門にわた
りその年度における最高の芸術価値を持つ作品に記念賞を贈ることになり第一
回受賞作晶の選考を重ねてまいりましたが五月廿日の第三回選考委員会で次の
通り初の受賞作品を決定しました、今回は戯曲に受賞作品なく詩歌の部門にお
いて今年度に限り二つの受賞作晶を選定しました」とある。井伏は、このとき、
「『本日休診』その他」で小説賞を受賞。なお、第23回読売文学賞の「随筆紀行
賞」を『早稲田の森』で受賞している（発表は『讃寅新聞』第34272号1972年2
月1日第1両「第23回／読売文学賞きまる」）。
［再　録］『井伏鱒二全集』第14巻（筑摩書房、1998年6月20日）†「賞を受けて〔第一回読
売文学賞〕」
〔観光地百選めぐり／河川の部〕
［初　出］『毎日新聞』第26723号第2両1950年10月27日
［筆記者］無署名
［編　注］井伏文冒頭「作家井伏鱒二氏談」。
人物風貌／井伏鱒二
［初　出］『展望』（筑摩書房）第62号（2月号）62頁～63頁1951年2月1日
［聞き手］T
［編　注］後半に、一間一答形式で井伏談話を掲載。冒頭「蓄膿十一日、早相田大撃の大
隈講堂で、文畢部の六十周年記念の合があった。その日、そのことを知らずに、
井伏さんのお宅をお訪ねしたら、『詩の朗讃』をなさるとかで、その集りへ出か
けられたとのことだったので、そちらへ廻ることにした」云々と、井伏と面会
するまでのことが記載されている。目次には欄名が「人物点描」とあるが、この
欄名は、前後の号では、本文・目次ともに「人物点描」「人物風貌」の表示が混
在している。
（作家に聴く》第九同／井伏鱒二
［初　出］『文撃』（岩波書店）第20巻第9号（9月号）86頁～92頁1952年9月10日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。
［再　録］中野好夫編『現代の作家』〈岩波新書〉（1955年9月20日）［井伏鱒二］†中野好
夫「まえがき」には「今度岩波新書にまとめるにあたっては、読者の理解を助
けるために、全般にわたって証を補い、また作家の方々にはそれぞれ旧稿に手
を加えていただいた。」とあり、初出には聞き手・筆記者などについて記されて
いないが、同「まえがき」には「なお、私が編著の責任に当ったのは、はじめ発
案者であった企劃というところから、たまたま談話の聞出し役を私が引受けた
という、それだけのことにすぎない。」とある。
春日遅々第25回／話せば責きぬ的談荒／網にかかったは洗濯板
［初　出］『新大阪』第2622号第4面1953年4月24日（4月23日発行）
［筆　者］ガラッ八
一17－
［編　注］井伏談話と解説によって構成。本文末尾「作家／井伏鱒二氏／自宅で」。井伏写
真1枚を掲軌第1両上部欄外に「第2622号　新大阪　昭和28年4月24日金曜日
（4月23日発行）夕刊」とあるように、掲載紙の『新大阪』は新大阪新聞社発行
の夕刊紙で、実際の発行は4月23日。
近況／井伏鱒二氏（作家）
［初　出］『朝日新聞』第24469号第5面1954年3月23日
［筆　者］無署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
［編　注］談話筆記に、短い解説を加える。
とし
〔小中智子〕
［初　出］『小説新潮』（新潮社）第9巻第9号（7月号）8貢1955年7月＝］
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「井伏鱒二氏談」。口絵写真「女流入園記－広島県の巻－」の内。
本記事は、浜谷洛撮影の小中智子ポートレートとよる裏中を紹介する簡単な井伏
談話とで構成。なお、本号には口絵写真に「作家故郷へ行く－広島県・井伏
鰐二氏－」、本文に井伏紀行文「廣島賄内早廻り記－廣島風土記－」を
掲載。
正宗白鳥さんの言葉
［初　出］『毎日新聞』第28649号第5両1956年2月15日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記と推定。「文芸批評のあり方（上）／志賀直戟氏の一文への反響」の内。リー
ド「志賀直哉氏が「世界」（三月号）に発表した小説「白い線」のなかで、別項
のように批評家をはげしく批評した一節がある。作家と批評家の関係は政治と
文学と同じように古くて常に新しい問題である。志賀氏は批評家について「友
達である何人かを例外として除けば、全く無用の長物と考える」といいきって
いるが……まず作家の意見をきいてみた。」
『自い山脈』について／井伏鱒二氏にきく／きれいだが……／1己念アルバムと思えばいい
［初　出］『図書新聞』第390号第6両1957年3月16日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事に井伏談話を引用。リード「大映映画『白い山脈』のスチールを集め、
それに専門家の解説や、撮影隊長今村貞雄氏の苦心談を加えた同じ題名の本
『白い山脈』が平凡出版から出された。映画の方の解説は作家の井伏鱒二氏が
執筆されたので、この日本アルプス探検記録『白い山脈』を持って井伏氏のお
宅へ伺ってみた。」「本書中のキツネ」「書斎で語る井伏氏」とのキャプション
付き写真各1枚を掲載。
感憩
【初　出］『オール讃物』（文薮春秋新社）第13巻第4号（4月号）187頁1958年4月1日
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「（談）」。第38回昭和32年度下半期直木三十五黄選評の内。受賞作な
し。
［再　録］『井伏鱒二全集』第20巻（筑摩書房、1998年2月20日）
私の予想
［初　出］『朝日新聞』第26299号第4面1959年4月11日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記と推定。4月16日から開催予定の第18期将棋名人戦関連記事「升田か
－18－
大山か／第18期将棋名人戦を展望する」の内。井伏の肩書きは「作家」とある。
井伏写真1枚を掲載。
井伏鱒二氏のちかごろ／好きな絵をかいて／′′人生の楽しみは二次会〟
［初　出］『朝日新聞』第26504号第6面1959年11月4日
［筆　者］無署名
［編　注］井伏発言に短い解説を交えて構成。「東京・杉並の自宅で」とのキャプション
付き写真1枚を掲載。
朝の一時間／井伏鱒二氏（作家）／一年中、井戸水で錬あらう／仕事前に足のウラをふくといい
［初　出］『毎日新聞』第30028号第14両1959年12月6日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記と推定。自宅での井伏写真1枚を掲載。
井伏鱒二氏のあけくれ
［初　出］『週刊新潮』（新潮社）第5巻第2号15頁1960年1月18日
［筆　者］無署名
［縮　注］末尾に「二十三日・NHK「朝の訪問．」とある井伏発言を引用。「タウン」欄。
冒頭「さきごろ芸術院会員にえらばれた井伏鱒二氏は、健康のために好きな釣
や酒もひかえているようだが、絵の道だけは別らしい。」「最近の井伏鱒二氏」
とのキャプション付き写真1枚を掲載。
著者と1時間／井伏鱒二氏／気楽に書ける随筆／この二年間は雑文ばかり
［初　出］『朝日新聞』第26999号第7両1961年3月17日
［聞き手］無署名
［編　注］一間一答形式。本文末尾に略歴。「「文章のスタイルをこわすつもりでしたが．
と語る井伏鱒二氏（東京・杉並の自宅で）」とのキャプション付き写真1枚を掲
載。本記事脇に、井伏著『昨日の会』書評「心にしみる文章／井伏鱒二著r昨
日の会」」を掲載。
井伏鱒二氏との一時間
［初　出］『図書』（岩波書店）第147号（11月号）20頁～22頁1961年11月1日
［聞き手］河盛好蔵
［編　注］一間一答形式。本文末尾「（一九六一一・一〇・七）」。末尾近くに「以上は某月
某日、井伏鱒二さんから聞いた話を取りまとめたものである。」とある。
［再　録］河盛好蔵『井伏鱒二随聞』（新潮社、1986年7月15日）［「ドリトル先生」ききが
き］
文芸随想
［初　出］『文芸随想』（相愛学園）67頁～80頁1963年4月13日
［筆記者］無署名
［編　注］講演記録。本文末尾「－昭和三四年五月－」。中扉に井伏写真と略歴を掲
載。相愛学園第4回文芸講演会「文芸評論の夕べ」として1959年5月19日開催。
編集委員一同名義の「緒言」に、「講演者御自身にお目通しを願ったものもあ
7マ
りますが、いろんな都合のためでき得なかった場合は、編集委員の手で、文意
や趣旨をそこなわない範囲において、若干の補筆をいたし、文のつづきを整え
たものもあります。」とあるが、井伏分については不明。同日の講演会は「文芸
評論の夕」の総額で昼夜2度行なわれ、井上友一郎が、井伏のはか、亀井勝一郎、
河盛好蔵、池島信平を「四人のプロフィル」で紹介している。ここに掲載され
ている井伏の講演記録は同日夜のもの。『文芸随想』は相愛学園創立75周年記
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念誌、相愛学園は、大阪市東区本町4－27に所在。
蛇筍靖のこと
［初　出］『雲母』（雲母社）第49巻第11月号（通巻第556号）18頁～20頁1963年11月1日
［筆記者］無署名
［編　注］講演記録。編輯部名義「後記」に「「蛇第碑のこと．（井伏鱒二）は記念講演会
の折のお話ですが、後半は氏の意筒によって削除しました。」とある。
［再　録］『井伏鱒二全集』第22巻（筑摩書房、1997年9月25日）
小山君のこと
［初　出］『木靴』第21号　〈小山清追悼号〉（木靴の会）1967年9月1日13頁～15貢
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「（談）」。古賀名義の「編集後記」の一節には、「この号の発刊にあた
って、井伏先生はじめ諸先生方、また小山さんが生前御世話になられた津島さ
んや亀井さんからも貴重な原稿をいたゞき」云々とある。木靴の会は、東京都
北区上十条3－2古賀信夫方に所在。
井伏さんから聞いたこと　その－～その十二
［初　出］「その一」「井伏鱒二全集月報」3（筑摩書房）〔『井伏鱒二全集』第9巻付録〕
1～3貢1964年11月、「その二」同4〔第3巻付録〕1頁～4頁1964年12月、「その三」
同5〔第4巻付録〕1頁～4貢1965年1月、「その四」同6〔第10巻付録〕1頁～4頁
1965年2月、「その五」同7〔第5巻付録〕1頁～4貢1965年3月、「その六」同8〔第
6巻付録〕1頁～4頁1965年4月、「その七」同9〔第11巻付録〕1頁～4貢1965年5月
「その八」同10〔第8巻付録〕1頁～4頁1965年6月、「その九」同11〔第12巻付録〕
1頁～5頁1965年7月、「その十」同12〔第7巻付録〕1貢～4頁1965年8月、「その十
一」同13〔第13巻付録〕1頁～4頁1975年4月、「その十二」同14〔第14巻付録〕
1貢～4頁1975年7月
［聞き手］伴俊彦（「文芸朝日」編集長）
［中見出］「「山椒魚」」その他」「「鯉．」」「「屋根の上のサワン」」「「休憩時間．」
〔以上「その一」掲載〕、「「丹下氏邸」」「「おらんだ伝法金水．」「「蒲団屋
の来訪．」「「朽助のゐる谷間」」「「川」」「「言葉について」」「「掬摸の
桟三郎」」「「さざなみ軍記」」「「冷凍人間」」「「素姓吟味」」「「ジョン萬次
郎漂流記」」「「湯島風俗」」「「岩田君のクロ」」「「『槌ツア』と『九郎治
ツアン』は喧嘩して私は用語について煩悶すること」」「「中島の柿の木」」
「「山を見て老人の語る」」「「多甚古村」」「「へんろう宿」」〔以上「その
二」掲載〕、「「なだれ」」「「つくだ煮の小魚」」「「かなめの生垣」」「「紙
凧のうた」」「「石地蔵」」「「歳末閑居」」「「按摩をとる」」「「山の図に
寄せる」」「「冬の池畔」」「「逸題」」「「寒夜母を想ふ」」「「訳詩」」〔以
上「その三」掲載〕、「「増富の新谷」「増富温泉場」」「「花の町」」「「御
神火．r三宅島のタイメイさん」」「「鐘供養の日」「釣鐘の音．」「「二つ
の話」」「「復員者の噂」」〔以上「その四」掲載〕、「「貸間あり」」「「普門
院さん」」「「造拝隊長」」〔以上「その五」掲載主「「本日休診」」「「丑寅
爺さん」」「「集金旅行」」「「青ヶ島大概記」」「「お濠に関する話」」「「川
井騒動」」「「満身創痍」」「「爺さん婆さん」」「「片棒かつぎ」」〔以上「そ
の六」掲載〕、「「おこまさん」」「「かきつばた」」「「犠牲．」「「吉凶うら
なひ．」「「掛持ち」」〔以上「その七」掲載〕、「「黒い雨」」「「半生記」」
「「誕生日」」「「茅ノ島所見」」「「御金蔵破り」」「「肇さんのこと」」似
上「その十一」掲載主「自作について」「酒・執筆について」「題名・新聞小説に
っいて」「俳句・散文について」「詩について」「学生時代の読書について」
「旅・乗り物について」「花・鳥・魚について」〔以上「その「二」掲載〕
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［編　注］談話筆記。月報には日付はない。「その八」～「その十」には見出はない。「そ
の一」の末尾に「（「文芸朝日．編集長）」とある。
［再　録］河盛好蔵編『井伏さんの横顔』（爾生書房、1993年9月20日）
秦さんと珍品堂
［初　出］『週刊読売』（読売新聞社）第24巻第25号31頁1965年6月6日
［筆記者］無署名
［編　注］筆名下「（談）」。連載記事「名作モデル・昭和史」第5回「女と骨董にホレてホ
レられて／「珍品堂主人」（井伏鱒二作）．」の内。同記事には、他に「『珍品
堂』のあらすじ」も囲み記事として掲載。
［再　録］読売新聞社編『生きている名作の人々裏からみた昭和小説史』（読売新聞社、1966年
3月20日）
朝・昼・晩／井伏鱒二さん／〝本日休筆〟にならぬよう
［初　出］『毎日新聞』夕刊第32352号第5両1966年5月7日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。リード「中央線沿線の作家のなかで、井伏鱒二さんはもっとも古顔
の方である。井伏さんが荻窪に住みついてはや四十年。「ダイコン畑ばかり．
という周囲の風景は一変し、井伏さんの懐旧の情は、ひとしおつのるようだ。
最近の日常を語ろうとして話題はいつの間にか古きよき時代に飛んでいた。」
「「ポッポッ書いてます」＝荻窪の自宅で」とのキャプション付き写真1枚を掲
載。
弘の言葉／井伏鱒二
［初　出］『週刊新潮』（新潮社）第11巻第33号13貢1966年8月20日
［聞き手］無署名
［編　注］一間一答形式。「「四十万分の二を書いた…、‥・」」との発言引用を付した井伏写
真1枚を掲載。「黒い雨」、「八月十五日」についての応答。
歳をとりましたね／いつも同じベース井伏さん
［初　出］『朝日新聞』夕刊第29026号第10面1966年10月21日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏談話を引用。「文化勲章文化功労者／受章の喜びこもごもに」
の内。リード「ことしの文化勲章と文化功労者の受章者十人の中には「駅前旅
館」の井伏鱒二氏、「桜の園」のラネーフスカヤ夫人が当り役の東山千栄子さ
んら、庶民的なハダざわりで親しまれた人たちもまじり多彩な顔ぶれ－それ
ぞれに受章の喜びと感慨を聞いた。」「東京・杉並区清水の自宅で」とのキャプ
ション付き写真1枚を掲載。なお、第1両に、「文化勲章3氏に／井伏妙二徳岡神泉仁
田勇氏／文化功労者東山千栄子さんら7人」と題する記事がある。なお、受章決定はこ
の日だが、伝達式は11月3日の文化の日。また、第29027号10月22日夕刊第3面
「ニュース・グラフ」の内に「終夜、ひとり酔う／文化勲章の井伏さん」と題
する記事を掲載。また、第29029号10月24日夕刊第7面の「文化勲章の人びと」の
内に、山本健吾「井伏鱒二氏／地に着いた平常人」を掲載。
正座し原爆症の詰／仕事に新たな意欲本紙への執筆も／井伏鱒二氏
［初　出］『毎日新聞』夕刊第32518号第10両1966年10月21日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏談話を引用。文化勲章文化功労者決定関連記事「各界の最高
峰喜びの顔」の内。リードの井伏に関わるところでは「ことしの文化勲章受章
者と文化功労者が二十一日きまった。わが国の学問、芸術の最高峰をいく人た
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ちが顔を並べているところは例年どおりだが、ことしはちょっと異色の〝最高
峰〟が目につく。庶民を描いて比類のないユーモアとペーソス、いかめしい勲
章のイメージとはどこかちぐはぐな感じの作家、井伏鱒二氏（文化勲章）」と紹
介。「文化勲章受章の感想を語る井伏鱒二氏」とのキャプション付き写真1枚を
掲載。なお、第1両に、「文化勲章受章者きまる／井伏、徳岡、仁田氏／功労者東
山、高石ら七名」と題する記事がある。
秋さわやか〝最良の日〟／文化勲章と功労者の顔／庶民と′′傍流′′歩む井伏さん
［初　出］『諸費新聞』夕刊第32349号第11両1966年10月21日
［聞き手］無署名
［編　注］一間一答形式。リードの井伏に関わるところでは「ことしの文化勲章受章者、
文化功労者がきまった。いぶし銀のような文体ですぐれた小説や随筆を発表、
多くのフアンをもつ読売文学賞、直木賞受賞作家、井伏鱒二さん」とある。
「〝トシをとったからもらえたんでしょう〟　といいながらも喜びに顔ほころぶ
井伏さん」とのキャプション付き写真1枚を掲載。なお、第1両に「文化勲章／
受章者を発表／井伏鱒二、徳岡抑泉、仁田勇氏／功労者東山千栄子きんら七氏」と題する
記事がある。
〝石々混交なのに〝／ユーモアまじえ受章の井／井伏鱒二氏（作家）
［初　出］『日本経済新聞』夕刊第29114号第7両1966年10月21日
［筆　者］無署名
［編　注］記聞記事中に井伏談話を引用。文化勲章文化功労者決定関連記事「謙虚に書び
かみしめる／井伏さんら」の内。リード「ことしの文化勲章受章者と文化功労
者が二十一日決まった。十人の人々は芸術に、学問に、その道でトップクラス
の業績を打ち立てた人たち。新聞人からも文化功労者が選ばれた。輝かしい足
跡に、この知らせは大きな花を添えるよう。どの人も枯れた心境のなかにも、
さすがにうれしさをかくしきれない表情で知らせを受け取っていた。」第1面に
「文化勲章／受章者決まる／井伏鱒二氏ら三人／功労者、東山千栄子さんら」と
題する記事がある。
そわそわ〝本日休筆〝／「晴れがましい・照れくさい」／井伏鱒二さん
［初　出］『産経新聞』夕刊第8695号第10両1966年10月21日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏談話を引用。「受章者喜びにあふれて…／文化勲章受章者」
の内。リード「柔らかいユーモアで庶民の哀歓をつづる作家井伏鱒二さんに文
化勲章、（略〕その書びの表情と声を集めてみると－。」「「′′晴れがましい〟と
はどんな意味あいかナ．と広辞苑を開く井伏さん」とのキャプション付き写真
1枚を掲載。なお、第1両に、「文化勲章受章者きまる／井伏、徳岡、仁田の3氏／
功労者女優東山さんら7人」と題する記事がある。なお、掲載紙の『産経新聞』の
題号は、第1両の縦書き題号によったが、その下には「産業経済新聞」、発行元は
「産業経済新聞大阪本社」、各面上覧外には「サンケイ新聞」とある。
ぼくも年をとったナ……／テレくさそうな井伏さん
［初　出］『東京新聞』夕刊第8732号第6面1966年10月21日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏談話を引用。「よろこびの受章者たち／文化勲章／文化功労者」
の内。記事全体のリード「文化勲章受章者と文化功労者が二十一一日きまった0
勲章は作家の井伏鱒二さんら三人〔略〕それぞれの分野で道ひとすじに生きて
きた人たちばかりだ。それだけに、文化、芸術人の最高の栄誉を受けて善びも
ひとしおのようだ。」「「カチカチになって何も書けないよ」と井伏鱒二さんゴ
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杉並区清水町の自宅で」とのキャプション付き写真1枚を掲載。第1面に「文化
勲章　受章者きまる／井伏、徳岡、仁田氏／功労者東山千栄子氏ら七人」と題す
る記事がある。また、第8733号10月22日夕刊第8両には、浅見渕「戯作の中にき
びしき／文化勲章を受ける井伏鱒二の人と作品」、同面「大波小波」欄に「い
ままで脇役の作家」と穎する関連記事を掲載。
としとったんだナ／庶民の姿、描き続ける／作家・井伏鱒二氏
［初　出］『中圃新聞』夕刊第26112号第4両1966年10月21日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏談話を引用。「受章の喜び・抱負／文化勲章／文化功労者」
の内。記事全体のリード「ことしの文化勲章受章者三人、文化功労者七人が二
十九日決まったが、井伏鱒二氏、徳岡神泉氏、東山千栄子さんに喜びと抱負を
聞いた。」「文化勲章受章の抱負を語る井伏鱒二氏（杉並の自宅で）」とのキャプ
ション付き写真1枚を掲載。なお、第1面に「井伏鱒二氏ら三人文化勲章／文化
勲章受章者・功労者きまる／功労者東山千栄子さんら」と題する記事がある。
また、第26116号10月25日夕刊第7面には、山本健吉「現実に取り組む現役作家
／文化勲章受章・井伏鱒二の文学」を掲載。
被爆者テーマに新著／′′年とった〟と述懐しきり／作家／井伏鱒二氏
［初　出］『神戸新聞』夕刊第24818号第6両1966年10月21日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏談話を引用。「さわやかな秋の朝／書びの文化勲章受章者・功
労者」の内。リード「今年度の文化勲章と文化功労者が、二十一日決まった。
ことしは新劇界と言論界から初めて功労者が出るなどそれぞれの分野で独自の
道をきわめた人が多い。〔略〕。さわやかな秋空に笑顔の消えぬ各氏にその事び
を語ってもらった。」とある。なお、第1両に「文化勲章三氏に決定／井伏釣．徳岡
神泉仁田列氏／功労者東山千栄子さんら七人」と題する記事がある。また、第24822
号10月24日第14面には、山本健吉「現実に食い入る力／井伏鱒二氏の文学」
（「文化勲章受章の二氏」の内）」を掲載。
三氏の喜びの言葉／少しやましい気持／井伏鱒二氏
［初　出］『朝日新聞』夕刊第29039号第1面1966年11月3日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。「秋晴れ／井伏民らに文化勲章伝達」の内。「文化勲章伝達式を終え
記念撮影する（左から）井伏鱒二、徳岡神泉、仁田勇の各夫妻（宮内庁・正面玄関
で）」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
またとない光栄／井伏鱒二氏の話
［初　出］『毎日新聞』夕刊第32531号第1面1966年11月3日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。「さわやか文化の日／胸に光る　その功績／井伏氏ら三氏に文化勲
章」の内。記事末尾に掲げられた「徳岡神泉氏の詰」、「井伏鱒二氏の話」、
「仁田勇氏の話」の総題として「またとない光栄」という標題がある。「文化勲
章を受けた（左から）井伏鱒二氏、同節代夫人、徳岡神泉氏、同政子夫人、仁田
勇氏、同敏子夫人＝宮内庁玄関前で」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
早く仕事をしたい／井伏鱒二氏の話
r初　出J『厨窟新聞　夕刊第32調　号．第　面　錮　年11月3日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。「文化の日／晴れの文化勲章／皇居で三氏に伝達」の内。「文化勲章を
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胸に、夫人とともに左から井伏鱒二氏、徳岡神泉氏、仁田勇氏（宮内庁前で）」とのキャプ
ション付き写真1枚を掲載。
何か落ち着かない感じ／井伏鱒二氏の話
［初　出］『日本経済新聞』夕刊第29127号第1面1966年11月3日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。「皇居で文化勲章伝達式／晴れやに／井伏、徳臥仁田氏の三氏」の内。
「仮宮殿を背景に記念撮影する左から井伏鱒二、徳岡林泉、仁田勇の各夫妻」
とのキャプション付き写真1枚を掲載。
井伏鱒二氏
［初　出］『産経新聞』夕刊第8708号第1面1966年11月3日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。「井伏さんら三氏／皇居で文化勲章伝達式」の内。井伏談話冒頭に、
「なお、伝達式後、三氏はそれぞれ次の通り請った。」とある。「文化勲章を胸
に、皇居仮宮殿玄関前で記念撮影する晴れの受章者、左から井伏鱒二、徳岡神
泉、仁田勇の各氏と夫人」とのキャプション付き写真1枚を掲載。、
もらってよかった／井伏鱒二氏の語
［初　出］『中開新聞』夕刊第26125号第1両1966年11月3日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。「けさ晴れの伝達式／文化勲章」の内。「伝達式を終わり秋空の下、
記念撮影をする左から井伏、徳岡、仁田の各受章者と夫人（宮内庁正面玄関前
で）」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
気持ちが落ち着かない／井伏鱒二氏の話
［初　出］『神戸新聞』夕刊第24832号第1面1966年11月3日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。「晴ればれと仁田氏ら／皇居で文化勲章の伝達式」の内。「伝達式を終わ
り秋空のもとで言己念撮影をする左から井伏、徳岡、仁田の各受章者と夫人二宮内
庁正面玄関前で」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
著者との対話／記録した広島の怒り
［初　出］『週刊サンケイ』（産業経済新聞社）第用巻第‡号104頁1966年11月28日
［聞き手］無署名
井伏鱒二氏と語る／信大なる自然人／人生の裏側に透御した目
［初　出］『南日本新聞』第9090号第13両〔その二第1面〕1967年1月3日
［聞き手］小松伸六（文芸評論家）
［中見出］「ふるさとのこと」「釣り、将棋、絵」「人さまざま」「小説の苦心」「これから
の仕事」
［編　注］インタビュー。リード「山荘のような静かなおちつきのある井伏家には、すで
に先客があった。「先生そんこなこと言っても、もう一度まいります」「いや・
ほんとうに書けないのです」寡筆（かひっ）の井伏氏はそんな押し問答をしなが
ら、因った顔をされて先客を玄関におくった。原爆小説「黒い雨」が圧倒的な
世評を得、また文化勲章をうけたので、にわかに身辺がさわがしくなったので
あろうか。「外は寒いですか．と初対面の私にむかってなにげなく話をむけら
れた。私はほっとした。井伏文学のユーモアの底にあるニガリは人ざらいから
くるものと思っていたからである。しかし今、私の前にいられる井伏氏は、文
学者というよりは偉大な自然人という感じで、のびのびと私の愚問にこたえて
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くれるのである。」「語る井伏鱒二氏」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
井伏鱒二氏『夜ふけと梅の花』／規代日本の小説／十六人の作家／わたしの好きなわたしの小
説
［初　出］『毎日新聞』第32591号第20両〔第二朝刊〕1967年1月3日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。リード「現代作家十六氏による書きおろし名作シリーズ「現代日本
の小説」は、永井絶男氏を第一陣に、いよいよ連載が始まります。現代のすぐ
れた作家十六氏が、全力を傾けてもっとも書きたい題材と取り組むところに、
このシリーズの最大の眼目があります。十六編の書きおろし作品は、向こう三
年間、毎日新聞を飾り、新聞小説に新風を吹きこむに違いありません。／企画
に参加された十六氏は、これまでにかずかずの名作を発表し、昭和の文学に大
きな足跡を残した方ばかりです。長い作家生活をふりかえって、それぞれに思
い出の小説、愛着の深い作品も多いことでしょう。そこで、名作シリーズ「現
代日本の小説」の開幕を前に〃わたしの好きなわたしの小説〟という質問を出
して、自身の作品集から一冊を選び出し、それについて語ってもらいました。
選択の基準はさまざまだとしても、十六氏の話には、名作シリーズに書く小説
への抱負が、同時にこめられています。」井伏写真1枚と、『夜ふけと梅の花』
〈新興芸術派叢書〉（新潮社、1930年4月3日）の書影を掲載。
早稲田の文学的伝統／弘の文学／井伏鱒二
［初　出］『ワセダ』（早稲田大学出版事業研究会）第5号83頁～90頁1967年3月15日
［聞き手］無署名
［中見出］「井伏鱒二氏紹介」「井伏鱒二氏略歴」「文科を選んだ理由」「学生時代の創作
活動について」「影響を受けた作家は」「「学生時代の思い出を」」「作品につ
いて」「休憩時間」「屋根の上のサワンJ「多甚古村」「へんろう宿j r冷凍人間」「問題作「黒
い雨．について」「批評について」「文体の研究について」「自分の好む作品は」
「文学の目的」「「早稲田文学」休刊について」「太宰治について」「晩年の太
宰と宗教」「宗教観」「早稲田闘争について」「絵を描くことについてJ「学生
作家に望むこと」「若い人へ」
［編　注］インタビュー。表紙の題号「ワセダ」の上部に「早大学生誌／THE WASEI）AJ　と
ある。リード「今回の文芸インタビューは、早稲田作家の五人目として、井伏
鱒二氏に登場していただきました。氏は冷徹な文体の底に、哀愁を秘めた独特
のユーモアの中に、庶民の生括を描き、近代文学史上ユニークな文学を樹立さ
れました。井伏氏は杉並の自宅の仕事部屋に我々を迎え、お忙しい中、にこや
かにインタビューに応じて下さいました。」このインタビューについて、勝瀬澄
子「井伏鱒二氏を訪問した日」（『徳島新聞』第17719号1993年8月6日）に回想
がある。
あいさつ
［初　出］『雲母』（雲母社）第53巻6月号（通巻第598号）10頁～13頁1967年6月1日
［筆記者］無署名
［編　注］第2回雲母全国俳句大会での挨拶。この号には井伏「あいさつ」関係記事がある。
［再　録］（D『風貌・姿勢』〈名著シリーズ〉（講談社、1967年10月5日）［永井龍男3］。
（診『井伏鱒二全集』第14巻（筑摩書房、1972年7月25日）。③『井伏鱒二集』〈現
代の随想17〉（蒲生書房、1993年9月20日）。④『井伏鱒二全集』第24巻（筑摩書
房、1997年12月20日）
怖くて好きな富士山／お茶の間放談
［初　出］『文峯春秋』（文蕪春秋）第46巻第7号（7月号）354頁～360貢1968年7月1日
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［筆記者］無署名
［中見出］「富士の噴火のこと」「書きたい人たち」「砂漠と化した村」「伊奈兄弟の活躍」
「紋太夫と孫太夫」「怖ろしくても富士が好き」
［編　注］談話筆記。井伏写真1枚を掲載。井伏の肩書きには「作家」とある。
『黒い雨』執筆前後／－被爆25周年にあたって－
［初　出］『赤旗〔日曜版〕』第7147号第13両1970年8月2日
［筆記者］無署名
［中見出］「『かきつばた』を書いたとき」「被爆者の手記と『黒い雨』」「いろいろな取材
を通じ」
［編　注］本文末尾「（談）」。リード「広島・長崎に原子爆弾がおとされてから二十五年の
歳月が流れました。原爆被爆の実態を描いた作品『黒い雨』『かきつばた』の名
作を書いた作家井伏鱒二氏を、東京・杉並の自宅にたずね、話をききました。」
「井伏鱒二氏（田村茂氏拇影）」のキャプション付き写真1枚を掲載。
昭和十年代を聞く／第二回　井伏鱒二氏
［初　出］季刊『文学的立場』（日本近代文学研究所）〔第2次〕第2号107頁～124頁1970年9
月10日
［聞き手］無署名
［中見出］「同人雑酷のころ」「漂流ものへの関心」「ドリトル先生」「徴用のころ」「シンガ
ポールの大虐殺」「からゆきさんと魚釣り」「敗戦前夜」「書きたかった伊東マン
ショ」
［編　注］インタビュー。リード「昭和十年代は、昭和のはじめ頃から始まった現代文学
が、ようやく萌芽期を脱して一応の定着状態に入った時期であると同時に、戦
争の劫火が作家たちの表現の自由をいちじるしく奪った、いわば暗い試練の季
節でもあった。今日の文学的社会的諸状況がその暗い季節の初頭に酷似してき
たとの説も現在では次第に一般化している。そのために本誌では、この時代が
現代文学にとっていったいどういう時代であったかを知るための一つの手がか
りとして、この季節を生きぬき、現在も活躍している作家あるいは批評家を毎ママ
号一人ずつお招きして、当時の想い出を話していただいているが、第二回目は
ママ
井伏鱒二氏である。なお第一回目は阿部知二氏。」リードの上に井伏写真1枚を
掲載。
［再　録］文学的立場編『文学・昭和十年代を聞く』（勤草書房、1976年10月7日）［Ⅱ　徴
用作家として－井伏鱒二氏］†本文末尾「（一九七〇年六月一七日）」。中扉
義に井伏略歴を掲載。
直木賞受賞の頃－酒中に患う－／井伏鱒二（第六回）
［初　出］『オール漬物』（文垂春秋）第25巻第10号（10月号）23頁〔グラビア〕1970年10月
1日
［筆記者］無署名
［編　注］あるいは談話筆記か。三浦哲郎と一緒の写真1枚を掲載。
［再　録］『井伏鱒二全集』第25巻（筑摩書房）1998年7月25日
※井伏鱒二圧／本当にノ1／ばいい
［初　出］〔共同通信配信〕1970年11月21日
［筆　者］松井秀三
［編　注］訪問記事に井伏談話を引用。下掲『木陰でちょっとひと休み』に拠る。
［再　録］松井秀三『木陰でちょっとひと休み松井秀三遺稿集』（花神社、1995年11月7日）
訪問／井伏鱒二氏／ひょうひょうとした日常／作品の味がそのままに
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［初　出］『東京新聞』夕刊第10253号第8面1971年1月5日
［筆　者］頼尊記者
［編　注］訪問記事中に、井伏発言を引用、また、一間一答形式で井伏発言を記録する。
「井伏鱒二氏＝東京・杉並区清水の自宅で」とのキャプション付き写真1枚を掲
載。本文末尾に「（頼尊記者）」とある。
井伏鱒二先生談話
［初　出］『週刊読売』（読売新聞社）第30巻第49号（通巻第1184号）60頁1971年10月29日
［筆記者］伊丹十三
［編　注］電話取材。連載記事「伊丹十三の編集するページ」連載第4回の内。記事冒頭に
「連載第二弾！！／衝撃の告白＝／大特集●危機一髪／▽修養が出来る／▽人物
が良くなる▽出世が出来る／これが本誌の効能です／何故毛が脱けるか？名士
十二人の脱毛の告白は若き人々が転ばぬ先の杖に是非読んで頂・き度う存じま
す」とある。井伏写真1枚を掲載。
［再　録］（D『小説より奇なり』（文垂春秋、1973年10月10日）。†リードの字句の一部や
掲載写真に異同がある。②『小説より奇なり』〈文春文庫〉（文塾春秋、1986年
7月25日）
小説の裏ばなし／井伏鱒二氏に聞く　〈1〉　～　く4〉
［初　出］〈1〉『毎日新聞』夕刊第34344号第5両1971年11月9日、〈2〉　夕刊第34345号第5面
10日、〈3〉　夕刊第34346号第7両11日、〈4〉　夕刊第34347号第5面12日
［中見出］「「筋立てなんて、できないよ」」「初めは画家志望J「文学に進路変更J「処女作のヒン
トJ〔以上　〈1〉　掲載）、「佐藤春夫氏にしかられて」「奥付忘れた本」「左翼全盛の時j
r長い無名時代」〔以上　〈2〉　掲載）、「〝寝る〟　とは何事か！」「シンガポール入城」「太
宰と数人の居候」〔以上　〈3〉　掲載）、「調べて歩くのは楽しいね」「r黒い雨」の主人
公J「連載小説やりたい」〔以上、〈4〉　掲載〕
［筆　者］堀利貞記者
［編　注］井伏発言の引用と記者の解説・要約とによって構成。第1回に井伏略歴と「「は
じめは絵かきになるつもりだった．と括る井伏鱒二氏（東京・杉並の自宅で）」
とのキャプション付き写真1枚、第4回に「最近出版した「早稲田の森」に署名
する井伏鱒二さん」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
第23回読売文学賞／受賞者をたずねて（か／随筆・紀行賞／甘早稲田の孫』の井伏鱒二氏／
「むずかしいですねえ」／文章に無心をもとめて
［初　出］『諌寅新聞』夕刊第34274号第7面1972年2月3日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事に、井伏談話を引用。なお、『讃費新聞』第34272号1972年2月1日第1面
に「第23回／読売文学賞きまる」の記事があり、同記事によれば、1月26日開催
の最終選考委員会で決定し、贈黄式は2月25日予定とある。なお、第34272号2月
1日夕刊第7両の「第23回／読売文学賞／輝く六氏と作品」の内に、「選考委員
による受賞作の紹介」として、永井龍男「井伏鱒二『早稲田の森』／自在に花
開く文章／r半生言己」にも独自の世界」がある。
インタヴュー井伏鱒二氏に聞く／「黒い雨」のこと
［初　出］『国語通信』（筑摩書房）第144号（3月号）2貞～7頁1972年3月15日
［聞き手］小沢俊郎（教科書編集委員）
［編　注］「特集「黒い雨」」の内。表紙姦及び本文中に聞き書き中の写真各1枚を掲載。
表紙要掲載の井伏写真の下に「特集にあたって」の標題で以下のような文章が
ある。「新版「現代国語1」の小説教材の一つとして．わたしたちは井伏鱒二
「黒い雨．を採っている。／本号では、現代の文学としてこの作品が持つ広が
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りを追求したい。／インタヴューで作者の言葉をおうかがいした。〔以下略〕」
甲州と人を語る／井伏鱒二氏／陰にこもらぬ〝よさ〟／山も繁り、田畑も豊かに
［初　出］『山梨日日新開』第33673号第21両1974年1月3日
［筆記者］坂本徳一記者
［編　注］談話筆記。本文末尾「この談話は昨年暮れ甲府・積翠寺の要害温泉新湯で開か
れた草書会例会の際、インタビューしたものをまとめたものです＝坂本徳一記
者」。井伏写真1枚と略歴を掲載。
現代文学とことば2／井伏鱒二
［初　出］『言語生活』（筑摩書房）第293号（2月号）64頁～71頁1976年2月1日
［聞き手］中村明（インタビュアー・国立国語研究所員）
［編　注］インタビュー。冒頭に「珍品堂主人」の一節を引用。本文末尾「（昭和50年12
月13日　荻窪　井伏氏宅）」。井伏紹介を末尾に掲載。なお、『井伏鱒二全集第
21巻』付録「月報」19（筑摩書房、1998年5月）に、このインタビューに触れた、
中村明「テープ供養」を掲載。
［再　録］（D中村明『作家の文体』（筑摩書房、1977年12月10日）［遊　井伏鱒二］†本文末
尾「（昭和50年12月13日　荻窪　井伏氏邸にて）」。末尾に井伏略歴を掲載。
②『井伏鱒二』　〈群像日本の作家16〉（小学館、1990年12月10日）［遊　井伏鱒
二］。（診中村明『作家の文体』〈ちくま学芸文庫〉（筑摩書房、1997年3月10日）
［遊　井伏鱒二］†本文末尾「昭和50年12月13日　荻窪　井伏氏宅）」。
ちかごろ／作家／井伏鱒二氏（八＿）
［初　出］『週刊サンケイ』（産業経済新聞社）第29巻＊号102貢1979年6月7日
［筆記者］無署名
［編　注］談話筆記。「読書の広場」欄の内。井伏写真1枚を掲載。
※　r重松静席題樺のコメントJ
［初　出］『サンケイ新厨　房≠相川　号屠　面相卯年川月の日
［筆記者］未詳
［編　注］未確認。松本武夫「井伏鱒二略年纏（昭和十六年～平成八年）」（『立正大学文
学部研究紀要』第13号、1997年3月15日）165責に「重松静馬追悼のコメントがサ
ンケイ新聞（二十一日）に掲載される。」とあるのに拠る。重松静馬氏は1980年
10月19日死去。但し、神戸市立中央図書館など所蔵の大阪本社版第14版には井
伏コメントはない。
井伏鱒二さん／「甲州は月がきれい」／周五郎、蛇筍の思い出など
［印　出］『山梨日日新聞』第36175号第26両1981年1月1日
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「（談）」。リード「井伏鱒二さんに甲州のことなど話してもらった。
甲州出身の作家である山本周五郎、小尾十三、深沢七郎さんのこと、飯田蛇筋、
龍太さんとのお付き合い、初めて泊まった甲府の宿の思い出など話してもらっ
た。」「東八代郡境川村小黒坂の飯田龍太氏宅で」とのキャプション付き写真1
枚を掲載。そのキャプションを配した囲み記事では、飯田絶太、青柳瑞穂、小
林秀雄、河盛好蔵に談が及んだことにも触れる。同面に飯田龍太「井伏先生の
釣り」も掲載。
「黒い雨」の井伏鱒二氏に聞く／核の現状況「不愉快だなj／ひどい体験、生かされてない／
原発もムダな気が…
［初　出］『毎日新聞』夕刊第37830号第4両1981年8月3日
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［聞き手］桐原良光記者
［締　注］井伏談話と解説によって構成。リード「八十三歳の井伏鱒二に、原爆被爆者の
日常を描いた十六年前の著作『黒い雨』について聞いた。かまびすしい　〈核〉
論議の中で、われわれにとっての核問題を、もう一度原点から考えてみたい、
と思ったからである。インタビューの申し入れに、はじめ井伏は「話すことは
何もないですよ」と繰り返した。しかし、口を開いた井伏は、記憶を細かにた
どりながら誠実に語り、現代の状況をr不愉快だ」という言葉で結んだ。」
「「あんなにひどい目にあったのが、なんにも生かされない」と語る井伏鱒二
氏」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
四季おりおり／井伏鱒二の素顔／ワイド版①～⑫
［初　出］『毎日新聞』備後版第‡号～第‡号第‡面1983年1月20日～22日、25日～29日、2月
1日、3日、～5日
［筆　者］清水凡平
［中見出］①「「後ろ姿」」、②「荻窪の道」、③「仕事部屋」、④「テンポウ」、⑤「絆」、
⑥「井荻村」、⑦「終の棲家」、⑧「秀才鈍才」、⑨「木香バラ」、⑩「井伏流話
術」、⑪「年とれば」、⑫「甲州石和より」
［編　注］井伏聞き書きを中心に構成。毎回、関係写真を掲載。
［再　録］『尊魚』創刊号（井伏鱒二文学研究会、1996年6月22日）［尊魚記－井伏鱒二氏の
マ　マ
素顔を偲んで－］†「承前」、「（－）偲ぶ会」を付加。
実際の記録残したかった－井伏坤二さん
［初　出］『朝日新聞』夕刊第35041号第3両1983年7月22日
［筆記者］豊田充記者
［編　注］井伏談話に短い解説を加えて構成。「「黒い雨」のモデルは今…／井伏鱒二作品
TVドラマ化」の内。記事全体のリード「被爆者を描いた井伏鱒二氏（85）の『黒い
雨』（四十一年度野間文芸賞受賞）が八月下旬、日本テレビ系でドラマ（脚本・
高橋玄洋、主演・森繁久弥）になる。映画になったこともなく、初の映像化であ
る。「作家にとって、作品がすべて」と、政治的な発言を一切しない井伏氏は、
テレビドラマ化についても感想を述べるのを避けているが、いま、ここで、作
中の主要登場人物のモデルを明らかにし、作品発表当時もあえて話そうとはし
なかった執筆中の心境を語ってみせた。また近づいた広島、長崎の日。小説の
モデルたちと作者の、『黒い雨』にこめた思いは－。」「重松家を訪れた井伏
鱒二氏（左）と故・静馬さん」とのキャプション付き写真1枚を掲載。他に、「核
兵器　反対じゃ／－重松静馬さん」、「非核三原則守れ－岩竹博さん」の見出の
記事と、「黒い雨」の粗筋、関係地図を掲載。
濁自一寸／落雷
［初　出］『ペンギン・クエスチョン』（現代企画室）第1巻第1号（10月号）62頁～63頁1983
年10月1日
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「（談話）」。初出には聞き手明示せず。井伏筆名下に略歴がある。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（育弓社、1994年4月1日）［落雷］
キライな賞って、あるんだヨ／「ノーベル賞候補ご辞退」と井伏さん／2年続きの騒ぎ、
ソッとするんだ
［初　出］『毎日新聞』夕刊第38626号第6面1983年10月25日
［筆　者］無署名
［編　注］記事中に井伏発言を引用。前年、井上靖・日本ペンクラブ会長の推薦で「日本
の候補」としてスウェーデン王立アカデミーにノミネートされたことに関わる
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記事。「東京・荻窪の自宅で語る井伏鱒二さん」とのキャプション付き写真1枚
を掲載。ノーベル賞についての井伏自身のコメントは、三浦哲郎「遺訓」（『群
像』第48巻第9号1995年9月1日）に紹介されている。なお、このコメントは、「半
ぺらの原稿用紙に、先生がお書きになったんじゃなくて、高野さん〔毎日新
聞〕が書いて先生にrこれでよろしゅうございますか」と伺って、それを僕が
封筒に入れていつも持っていたわけです。」（三浦哲郎「インタビュー井伏鱒二の
風貌」、『海燕』第12巻第9号1995年9月1日）とのこと。
酒について／六十数年に及ぶ酒とのつき合いを通して語る人生の味
［初　出］『新潮45キ』（新潮社）第3巻第1号（1月号）52貞～61頁1984年1月1日
［聞き手］矢口純（エッセイスト）
［中見出］「みんな早稲田が……」「思い出の旅・宿舎摂・釣りの酒」「阿佐ヶ谷あたりで大
酒飲んだ」「ケンチ恋しや夜寒の晩に」「在所のことが気にかかる」「こんなに夜
更けて帰るのか」
［編　注］インタビュー。井伏には「作家」の肩書きがある。「特集◎酒のわかる年齢」の
内。井伏写真3枚を掲載。目次には「酒について　井伏鱒二」とだけある。
［再　録］矢口純「春風に乗った宴」（『清春』第19号　〈井伏鱒二と清春芸術村〉、清春芸
術村『清春』出版部、1994年4月15日）では、後半三分の二を、本インタビュー
からの部分引用に当てる。
井伏鱒二聞き書き（上）（中）（下）（補選）
［初　出］『潮』（潮出版社）第301号（5月号）178頁～191頁1984年5月1日、第302号（6月
号）198頁～211頁6月1日、第303号（7月号）124貢～137頁7月1日、第306号（10月
号）236頁～249頁10月1日
［筆記者］萩原得司（構成）
［中見出］「釣をはじめたころ」「辰野隆、小林秀雄、中島健蔵の思い出」「太宰治のこと」
「『川』について」「ジョン万次郎のこと」「『漂民宇三郎』」「『多甚古村』」〔以
上（上）掲載〕、「戦時中のこと」「『白毛』のことなど」「『本日休診』『造拝憬長』
の頃」「『かきつばた』の話」「太宰治の入水」「菅茶山」〔以上（中）掲載主「三
っの池」「琴の先生と姫谷焼」「『貸間あり』『駅前旅館』『珍品堂主人』」「三好
達治のことなど」「『黒い雨』の重松静馬との出会い」「『黒い雨』についてその
一」「『黒い雨』についてその二」〔以上（下）掲載〕、「釣師の誇り」「黄痕のこ
と」「深夜の書」「アスナロウと秀吉」「折々のこと」〔以上（補遺）掲載〕
［編　注］談話筆記1983年6月23日以降の聞き書きであること、本文に付された注の趣旨
などについて、「上」の末尾掲載の萩原得司「付記」、また、訂正・削除につ
いて、「補遺」の末尾掲載の萩原「付記」にある。初出には「「『黒い雨』の重
松静間との出会い」とあるが、「補遺」に訂正のことが記されているので改め
た。
［再　録］①萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（潮出版社、1985年4月10日）。†中見出「辰野
隆、小林秀雄、中島健蔵の思い出」が「辰野隆の思い出など」に変更。②萩原
得司『井伏鱒二聞き書き』（青弓社、1994年4月1日）†中見出「辰野隆、小林秀
雄、中島健蔵の思い出」が「辰野隆の思い出など」に変更。
賢師歴該連載第一回／ゲスト井伏鱒二／「困るんだ、酒がうまくて……」
［初　出］『諸君！』（文聾春秋）第17巻第2号（2月号）186頁～200貢1985年2月1日
［聞き手］辺見じゅん
［中見出］「釣師として慨嘆に堪えない」「もたもたしたよ、あれ」「「あたしなら殺しませ
んよ」」
［編　注］インタビュー。標題脇「「酒」「釣り」にはじまって、太宰治入水の秘話まで
…」。インタビュー中の井伏写真1枚（橋本照嵩撮影）を掲載。
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［再　録］辺見じゅん『初めて語ること　賢師歴談』（文勢春秋、1987年1月15日）［井伏鱒
二／困るんだ、酒がうまくて‥‥・・］
井伏鱒二氏に聞く
【初　出］『早稲田学報』（早稲田大学校友会）復刊第39巻第5号（通巻第953号・6月号）2頁
～5貢1985年6月15日
［聞き手］岡田幸一（昭9独文・元学園教授）
［編　注］インタビュー。井伏写真1枚を掲載。その下に、「早稲田大学は創立百周年を
記念して、芸術功労者表彰制度を創設し、小説家井伏鱒二氏がその第一回受章
者となった。（四月号「ニュース」で既報）／明治三十一年広島生まれ、文壇最
高峰として作家活動を続けておられる氏を、同郷の岡田幸一氏が荻窪のお宅に
訪ねて、いろいろお話をうかがった。」とある。本文末尾「（五月十五日）」。
〝完成〟へ　あくなき執念／井伏鱒二氏／r自選全集」スタート／「山椒魚」も失敗作サ／バ
ッサリ削除、加筆
［初　出］『毎日新聞』夕刊第39327号第8両1985年10月11日
［筆　者］S
［編　注］井伏発言の引用、要約と解説によって構成。リード「来年二月で八十八歳の
′′米寿〟を迎える「黒い雨」の作家、井伏鱒二氏の「自選全集．（新潮社）刊行が
始まった。井伏氏といえば市井の人たちへの温かいまなざしと、練達の文章で
知られる文壇の長老。その氏が今回の自選全集刊行にあたり、「山椒魚」「駅
前旅館」などの主要作吊のストーリー展開にまで修正を加え、〟完成〝へのあ
くなき執念を見せている。収録作品も、納得のいかぬものは大胆にはずすなど、
〝大家〟の選集としては異例のことといえる。」リード末尾「S」。井伏写真1枚
を掲載。
七月六日記
［初　出］『井伏鱒二自選全集第十二巻月報』（新潮社）6頁～8頁1986年9月
［聞き手］松本武夫
［編　注］談話と一間一答で構成。井伏の釣り姿を写した、「佐原にて（昭和39年）」との
キャプション付き写真1枚を掲載。『井伏鱒二自選全集』第12巻は、1986年9月
20日発行。
［再　録］松本武夫『井伏鱒二宿縁の文学』（武蔵野書房、1997年4月5日）［七月六日記－
井伏鯉二聞き書き－］
ひと／自選全集を晃結させた文哩の最長老／井伏鱒二さん
［初　出］『朝日新聞』第36273号第3面1987年1月1日
［筆　者］黛哲郎編集委員
［編　注］解説と井伏発言とで構成。「ひと」欄。井伏写真1枚と略歴を掲載。
忘れられない昧
［初　出］『食の文学館』（吾妻企画「食の文学館編集室」編、エーシーシー発行、紀伊国
屋書店発売）第2号12頁～15頁1987年12月7日
［筆記者］萩原得司
［編　注］談話筆記。目次には「特別寄稿　忘れられない味　井伏鱒二」とあり、本文に
は「井伏鱒二作家／忘れられない味／聞き書き◎萩原得司」とある。末尾に井伏略
歴を掲載。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（青弓社、1994年4月1日）†「忘れられないこと」
の内。
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忘れられない酒田のこと
［初　出］『食の文学館』（吾妻企画「食の文学館編集室」編、エーシーシー発行、紀伊国
屋書店発売）第3号12貢～15頁1988年3月31日
［筆記者］萩原得司
［編　注］談話筆記。目次には「特別寄稿　忘れられない酒田のこと　井伏鱒二」とあり、本文
には「井伏鱒二作家／忘れられない酒田のこと／聞き書き◎萩原得司」とある。末
尾に井伏略歴を掲載。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（育弓社、1994年4月1日）†「忘れられないこと」
の内。
伊豆の思い出
［初　出］『食の文学館』（吾妻企画「食の文学館編集室」編、エーシーシー発行、紀伊国
屋書店発売）第4号12頁～15貢1988年6月＊日
［筆記者］萩原得司
［編　注］談話筆記。目次には「特別寄稿　伊豆の思い出　井伏鱒二」とあり、本文には「井
伏鱒二作家／伊豆の思い出／聞き書き◎萩原得司」とある。末尾に井伏略歴を掲載。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（青弓社、1994年4月1日）†「忘れられないこと」
の内。
井伏鱒二－わが住まい方の記－
［初　出］『太陽』（平凡社）第323号（8月号）6頁～20頁1988年8月12日
［筆　者］無署名
［編　注］「特集／日本建築の再発見／和風住宅の味わい」の内。富山治夫撮影の井伏邸内外
の写真に短い井伏談を付す。また、井伏鱒二「敷居が高い」（10頁）を掲載。
体験者しか分からない／驚きながら書いた…／井伏鱒二さんの枯
［初　出］『朝日新聞』夕刊第38515号第3両1988年10月11日
［筆記者］高橋政義記者
［編　注］談話筆記。「井伏鱒二さんの名作r黒い雨」の素材／「重松日記．全文、初めて世に／
筆者の死から8年／「存在貴重」と公表」の内。記事全体のリード「広島の原
爆の惨状を描いた井伏鱒二さんの小説「黒い雨．のモデルになった故重松静馬
さんの被爆日記が広島県神石郡三和町小畠の重松家に残っており、その全文が
明らかにされた。出勤途中に国鉄横川駅で被爆し、直後に遭遇した混乱の模様
をはじめ不気味に光りながら立ち上るクラゲのような原子雲、重傷者の群れ、
市域をなめつくす猛火など八月六日を中心にした体験の記述がほぼ忠実に小説
に活用されていた。」井伏談話に筆記者の名前はないが、リードの末尾に「高橋
政義記者」とある。
井伏鱒二氏に聞く
［初　出］『中央公論文芸特集』（中央公論社）第5巻第4号（1988年冬季号・通巻第17号）97
貢～107貢1988年12月25日
［筆記者］萩原得司
［中見出］「一元描写について」「小説と俳句、そして芭蕉」「詩と詩人たち」
［編　注］談話筆記。本文末尾に聞き書きの趣旨を記す、萩原得司「付記」がある。目次
標題脇「泡唱の一元描写、芭蕉の俳文、達治・白秋・犀星らの詩について」。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（青弓社、1994年4月＝］）
私の通　井伏鱒二（1）～（35）
［初　出］『中国新聞』34128号～34162号各第3両〔2月25日は第6面、3月9日は第4両〕
1989年2月15日～3月21日
－32－
［筆記者］栗栖武士郎記者（東京支社）
［中見出］「貧乏性／書けるときに書く」「生まれた村／福山北部の山あい」「家族／6歳で
父親を失う」「芦田川／ボラ捕りの投網も」「勾当さん／盲目の琴の名手」「画
家志願／弟子入り断られる」「中学生活／小説　全然読まず」「鴎外への手紙／
小説の内容に抗議」「早稲田大学／楽しかった学生時代」「下宿屋／退屈…転々
と変わる」「山椒魚／「幽閉．の題で発表」「関東大震災／著渓館、半分傾く」
「「マスジ、プジ」／便り、一週間後に届く」「避難の旅／8日後やっと故郷へ」
「75点／佐藤氏に「鯉」見せる」「荻窪転居／兄に送金を頼む」「新進のころ／
生活は苦しかった」「輌／小説の舞台に使う」「時流／左翼的な作品書かず」
「漂流者／貴重な体験に興味」「青柳君のこと／骨とうが趣味だった」「シンガ
ポール／現地紙の編集長に」「将軍の思い出／現地名使用を怒る」「ドリトル先
生／全部で12巻を訳す」「福山空襲／頭上でB29が旋回」「太宰治／文章がうま
かった」「備前焼／水がめ　気に入ってる」「重松さん／日記参考に「黒い
雨．」「白いにじ／二・二六事件前日に見る」「映画化／まじめな監督を信頼」
「釣り／子供のころから好き」「鞘の津再び／茶会の様子　空想で書く」「近所
の人／将棋の大山氏らと交流」「大岡君の死／片山病調査の思い出」「これから
／体力養い書き続ける」
［編　注］談話筆記。各回に関係写真や補足のコラムを配する。なお、3月22日の新聞休刊
日をおいて、第34163号～第34165号（3月23日～25日）各第3面掲載「私の道　井
伏鱒二」は、井伏発言も引用する、栗栖「聞き書きを終えて」（上）（中）（下）に
当てる（井伏発言も引用）。（上）は「「僕は風邪をひかない」／飽くことない知
識欲」、（中）は「「いや、セザンヌだよ」／多彩な話　時間忘れて」．（下）は
「「戦争をしちやいけない」／金や権力には厳しく」。なお、初回掲載の朝刊第
1両に「私の道／井伏鱒二／きょうから3両で連載」と案内記事があり、「聞き
書きによる郷土出身人物シリーズのトップを切って「私の道・井伏鱒二．がき
ょう十五日から朝刊三面でスタートします。」とある。
［再　録］『井伏鱒二』〈広島県名誉県民小伝〉（中国新聞社編、広島県発行、1991年2月
25日）†栗栖武四郎「序章」に「取材で聞いた話と連載のために調べたことで、
紙面の制約などからこぼれていたこともあったので、それを補って、井伏さん
について改めて記した。」とある。初出は全て井伏談話の形式だが、再録書では、
栗栖の文に井伏発言を引用する形式になっている。
井伏鱒二聞き書き
［初　出］『阿佐ヶ谷界隈の文士展－井伏鱒二と索晴らしき仲間たち－』（杉並区立郷土博物
館）40頁～46貢1989年5月
［聞き手］与川振興課長、溝口郷土博物館次長、本橋郷土博物館学芸員
［編　注］インタビュー。本文末尾「日時…昭和六三年一二月一九日（月）／午後一時三〇
分～三時」。1989年5月2日～31日（25日間）、杉並区立郷土博物館特別展示室で
開催された「阿佐ヶ谷界隈の文士展－井伏鱒二と素晴らしき仲間たち－」図録。
〔無題〕
［初　出］『毎日新聞』夕刊第38262号第11面1989年7月13日
［筆記者］無署名
［編　注］8月22日～30日開催予定の「’89平和のための大阪の戦争展」展示予定の重松日
記展示中止に関する記事「「黒い雨」の′′素材〟「重松日記」／遺族が反対
展示中止」／大阪・戦争展」の内。「九十一歳の井伏さんは「豊田さんの名前は知
らないが、重松日記があるという話は聞いたことがある。しかし、小説とは全然
関係のないこと。（私が）気にすることではない」と、淡々とした感想をもらし
ている。」とある。同記事では「日記は「火炎の記」（死線上の彷裡）と「被爆日
記」の二分冊とかち成り、四百字詰め原稿用紙計二百六十三枚の長編」と紹介。
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なお、問題の日記表紙の写真が掲載されているが、そこには「昭和二十年九月
／火焔の日／（死線上の彷裡）／重松静馬／㊤」とあり、別筆で「133枚／計二六
一枚」とある。
特別インタビュー／「黒い両」あとさき
［初　出］『すぼる』（集英社）第11巻第8号（8月号）118頁～127頁1989年8月1日
［聞き手］新井満
［中見出］「小説『黒い雨』の自己評価」「捨てられていた矢須子のカルテ」「『山椒魚』
と『黒い雨』と『ドリトル先生』」「友人たちの死」
［編　注］リード「映画「黒い雨」（今村昌平監督）が評判になった。カンヌ映画祭のグラ
ンプリは惜しくも逸したものの内外に与えた衝撃は小さくなかった。広島にそ
の黒い雨が降って二〇年経った昭和四〇年、小説「黒い雨」（発表当時は「姪の
結婚」）は書かれた。そして再び二〇年余、井伏鱒二はいま何を思い、どう生き
ているのか。九一歳の高齢にもかかわらずお元気な老大家を荻窪に訪ねた。」
本文末尾「（一九八九年六月七日、杉並の井伏邸にて／写真／栗原克己）」。井伏
写真2枚を掲載。
山梨のこと
［初　出］『山梨県立文学館館報』（山梨県立文学館）第1号4頁1989年日月3日
［筆記者］無署名
［中見出］「ゆかりの人々」「太宰治のこと」「焼物のこと」「甲斐の黒駒」
［編　注］本文末尾「（平成元年九月十三日、信州高森にて、談）」。井伏写真1枚を掲載。
井伏鱒二／聞き書き「厄除け詩集」（その－）～（その四）
［初　出］『潮』（潮出版社）第369号（1月号）282貢～286貢1990年1月1日、第370号（2月
号）348頁～352頁2月1日、第371号（3月号）388頁～391頁3月1日、第372号（4月
号）380頁～384頁1990年4月1日
［筆記者］萩原得司（文芸評論家）
［中見出］「つくだ煮の小魚」「紙凧」「石地蔵」「歳末閑居」〔以上「その一」掲載〕、「冬
の池畔－甲州大正池－」「なだれ」「逸題」「寒夜母を思ふ」〔以上「その
二」掲載〕、「山の圏に寄せる」「魚拓（農家素描）」「黒い蝶」「蛙」〔以上「そ
の三」掲載〕、「春宵」「つばなつむうた（わらべうた）」「夜の横町」「蟻地獄
（こんこんの唄）」〔以上「その四」掲載〕
［編　注］各見出に掲げられた詩についての井伏発言をまとめる。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（青弓社、1994年4月1日）［聞き書き『厄除け
集』］
鮎の秘密
［初　出］『すぼる』（集英社）第10巻第2号（2月号）176頁～177頁1990年2月1日
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「（談）」。「追悼開高健」の内。
［再　録］牧羊子編『悠々として急げ　追悼開高健』（筑摩書房、1991年10月25日）
《特別インタヴュー》／みんな一生懸命苦いた
［初　出］『海燕』（福武書店）第9巻第4号（4月号）178貢～208頁1990年4月1日
［聞き手］海燕編集部（構成・文責　寺田博）
［中見出］「少年時代」「早稲田大学の頃」「同人雑誌と関東大震災」「作家への道」「「作
品」の頃と太宰治」「直木賞受賞から徴用文士へ」「疎開時代」「詩人との交遊」
「同時代の作家たち」
［編　注］本文標題脇「（聞き手　海燕編集部）」。本文末尾「一一九九〇・二・六、九／（構
一34－
成・文責　寺田博）」。井伏の写真2枚、「（早春釣魚－鱒二自画像）」とのキャ
プション付き色紙1枚の写真を掲載。
［再　録］寺田博『昼間の酒宴』（小沢書店、1997年1月30日）［みんな一生懸命書いた／
－井伏鱒二氏に聞く］†本文末尾「（一九九〇年二月六日、九日　於井伏邸）」
清春の桜
［初　出］『清春』（清春芸術村『清春』出版部）〈清春芸術村十周年記念号〉（4月）8頁～
9頁1990年4月20日
［筆記者］川島勝（談話構成・文責）
［編　注］本文末尾「（談話構成・文責　川島勝）」。「ラ・リューシュで井伏鱒二氏」との
キャプション付き写真（撮影田沼武能）を掲載。清春芸術村『清春出版部』は、
山梨県北巨摩郡長坂町中丸2072に所在。
阿佐ヶ谷会のことなど
［初　出］『食の文学館』（吾妻企画「食の文学館編集室」編、エーシーシー発行、紀伊国
屋書店発売）第8号12頁～15頁1990年7月10日
［筆記者］萩原得司
［編　注〕談話筆記。目次には「特別寄稿　阿佐ヶ谷会のことなど　井伏鱒二」とあり、本文に
は「◎特別寄稿井伏鱒二作家／阿佐ヶ谷会のことなど／聞き書き◎萩原得司」とあ
る。末尾に井伏略歴、阿佐ヶ谷会関係写真2枚と井伏著書2冊の写真を掲載。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（育弓社、1994年4月＝］）†「忘れられないこと」
の内。
〈特別インタビュー〉永井龍男　折々のこと
［初　出］『海燕』（福武書店）第10巻第1号（1月号）226頁～242頁1991年1月1日
［聞き手］松本武夫
［中見出］「永井龍男追悼」「志賀直哉について」「折々のこと」
［編　注］本文末尾「（1990．11．8）」。インタビュー中の写真3枚を掲載。
［再　録］松本武夫『井伏鱒二宿縁の文学』（武蔵野書房、1997年4月5日）［〈井伏鱒二イン
タビュー〉　／折々のこと－永井龍男・志賀直哉・太宰治－］
※井伏鱒二わがまちを語る
【初　出］『まちゴぐりニュース衝藤樹』第4号（杉＿並区まぢゴぐり公社　用の年　月のβ
【編　注］未確認
今は釣りも将棋もやらないから酒の圭は増えたなあ
［初　出］『サライ』（小学館）第3巻第22号（通巻第53号）24頁～25貢1991年11月21日
［筆記者］無署名
［編　注］本文末尾「（談）」。「特集　井伏鱒二と日本の自然」の内。リード「秋の長雨が
続くある日、荻窪のお宅をお訪ねした。和服姿の井伏先生はすこぶるお元気で、
柔和なお顔は艶やかで、とても90歳を超えているとは思えない。グラス片手の
お話は虚実皮膜の世界を行きつ戻りつの面白さで、瞬く間に時間は過ぎてい
った。」談話中の井伏の様子を記した短文と、写真2枚を掲載。目次標題脇「（井
伏鱒二氏インタビュー）」。
青柳瑞穂のことなど
［初　出］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（育弓社）175頁～178貢1994年4月1日
［筆記者］萩原得司
［編　注］談話筆記。忘れられないこと」の内。同書「初出一覧」には、『食の文学館』
第「9号に掲載予定であったが休刊のために未発表」とある。・
一35－
三好連治の青寺
［初　出］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（青弓社）179頁～180頁1994年4月1日
［筆記者］萩原得司
［編　注］談話筆記。「忘れられないこと」の内。同書「初出一覧」には、『食の文学館』
第「9号に掲載予定であったが休刊のために未発表」とある。
聞き書き／井伏鱒二〝雌伏の時代〟を聞く－学生時代・学友・r休憩時間」・画家井伏綿ニ・古田絃二
郎・片上伸・正宗白鳥－
［初　出］『立正大学国語国文』（立正大学国語国文学会）第34号1頁～5頁1997年3月25日
［聞き手］松本武夫
［編　注］一間一答形式。
井伏さんの録音テープ（－）～（七）
［初　出］（一）「井伏鱒二全集月報」15（筑摩書房）〔『井伏鱒二全集』第18巻付録〕1頁～
3頁1998年1月、（二）同16〔第20巻付録〕5頁～8頁1998年2月、（三）同17〔第15巻
付録〕3貢～6頁1998年3月、（四）同20〔第14巻付録〕4頁～6頁1998年6月、（五）
同21〔第25巻付録〕3頁～5頁1998年7月、（六）同23〔第13巻付録〕1998年8月
（七）同26〔第23巻付録〕1998年12月、（八）同27〔第27巻付録〕1999年1月
［聞き手］沼田卓爾
［中見出］「「山椒魚」について」「「鯉．について」「「夜更けと梅の花」について」
「「朽助のゐる谷間」について」〔以上（一）掲載〕、「「屋根の上のサワン」につ
いて」「「炭鉱地帯病院．「生きたいといふ．「紀州の人．について」「「さざ
なみ軍記」について」「「丹下氏邸」「谷間」について」「「川」について」
「「冷凍人間」「悪い仲間」について」「「青ヶ島大概記」について」「「手洗
鉢．について」〔以上（二）掲載〕、「「集金旅行」について」「「多甚古村」に
ついて」「「湯島風俗」「山を見て老人の語る」「お濠に関する話」について」
「「中島の柿の　木」について」「「へんろう宿」について」「「言葉につい
て」「隠岐別府村の守責」について」「「掛け持ち」「貢ぎもの」「円心の行ママ
状」について」「「槌ッァと九郎治ッァンは喧嘩して私は用語について煩悶す
ること」について」〔以上（三）掲載〕「「『定本　夜ふけと梅の花』自序」につ
いて」「「タケリンさん」について」「「御金蔵破り」について」〔以上（四）掲
載〕、「「或る少女の戦争日記」について」「「花の町」について」「「御神火」
「三宅島噴火の当日」について」「「吹越の城」について」「「鐘供養の日」に
ついて」「「迫剥の話」について」〔以上（五）掲載〕、「「開墾村の与作」につ
いて」「「ジョン万次郎漂流記」と直木賞受賞について」「未発表初期習作につ
いて」〔以上（六）掲載〕、「「黒い雨」について」「『開墾村の与作』－小島
代官所「御用留帖」－」〔以上（七）掲載〕、「「兼行寺の池」について」
「「徴員時代の堺誠一郎」について」「「ブキテマ三叉路と柳重徳のこと」につ
いて」「「海揚り」について」〔以上（八）掲載〕
［編　注］談話筆記。冒頭に、この聞き書きの趣巨＝こついて、『井伏鱒二自選全集』刊行の
頃の談話録音テープ10巻20時間分の中から、「作品と関連する部分だけを、私の
文章で要約してみる。」と記されている。必要に応じて、一都に沼田の説明を加
える。なお、月報26掲載の「（七）」は現物に「（八）」とあるが、誤植と見て訂
正した。
※南方‘徴用のころ
［初　出］『赤虜』第日招号農相師事廿牢巧日月
［筆記者］未確認
［編　注］沼田卓爾「井伏鱒二さんのこと」（『赤旗』1993年7月20日）に「赤旗」掲載の談
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話として、「南方徴用のころ」が揚げられているのに拠る。このほか」習田文に
は「「赤旗」もとっておられて、「将棋欄がいい．と談話を寄せられた。」とあ
るが、これも確認に至らなかった。
※空をとんだことがある
［初　出］『鬼の青空』（エアーニッポの夢1号≠屠～＊貫目川年草月噌
［筆記者］萩原得司
［編　注］談話筆記。初出誌の名称などは下記による。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（育弓社、1994年4月1日）
ll　対談・座談など
新人倶禦部合評昏／『文堅都市』其の他に就いて
［初　出］『文蕗都市』（新人倶楽部）第1巻第2号（3月号）65頁～74頁1928年3月1日（2月25
日）
［出席者］古澤安二郎、舟橋聖一、崎山正毅、蔵原伸二郎、加藤元彦、丸山清、阿部知二、
近藤正夫、井伏鱒二、崎山猷逸
ママ
［編　注］本文末尾「（二月二日紀ノ閏屋書店棲上）」。
新人倶梁部合評昏（第二回）／『文蟄郡市』其他に就いて
［初　出］『文聾都市』（新人倶欒部）第1巻第5号（6月号）31頁～35頁1928年6月1日（5月25
日）
［出席者］蔵原伸二郎、井伏鱒二、浅見淵、飯島正、前山鉦吉、崎山猷逸、今日出梅、近
藤正夫、阿部知二、舟橋聖一、崎山正毅、古澤安二郎、徳田戯二。
ママ
［編　注］本文末尾「（四月二十一日於紀囲屋楼上）」。
心座・新劇協昏－合評昏
［初　出］『文塾都市』（紀伊国屋書店）第2巻第1号（1月号）51頁～58頁1929年1月1日（1928
年12月25日）
［出席者］淀野〔隆三〕、井伏〔鱒二〕、蔵原〔伸二郎〕、崎山〔猷逸〕、古澤〔安二郎〕、
北園〔克衛）、舟橋〔聖一）、田逸〔茂一〕、飯島〔正〕、中谷〔孝雄〕、今〔日出
海〕、阿部〔知二〕、崎山正〔毅〕、小田〔武夫〕
［中見出】「心座」「第一の聾（青柳信雄作・演出）」「U9競（富田常雄作・演出）」間魅（舟橋墾一作・
演出）」「新劇協会」「明君行状記鳩山青果作）」「手を（金子洋文作）」r令狐生冥夢録（北村小松
作）」
［編　注］本文末尾「（一九二八・一二・六）」。出席者の姓しか記されていないので、名を
補った。
女・女・女
［初　出］『文塾都市』（紀伊国屋書店）第2巻第1号（1月号）64頁～70頁、73頁1929年1月1日
（1928年12月25日）
［出席者］田邁茂一、井伏鱒二、萩原伸二郎
［編　注］座談会形式。
文聾都市批判
［初　出］『文垂都市』（紀伊国屋書店）第2巻第1号（1月号）74頁～79頁1929年1月用（1928
年12月25日）
［出席者］崎山正毅、阿部知二、井伏鱒二、舟橋聖一
［編　注］本文末尾「（十一月二日）」。
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文蓉都市合評昏／昭和四年四月二日於紀伊筒屋機上
［初　出］『文蕗都市』（紀伊国屋書店）第2巻第5号（5月号）34貢～45頁1929年5月1日（4月
25日）
［出席者］久野豊彦、雅川混、坪田譲治、舟橋聖一、龍腑守雄、古澤安二郎、中村正常、
飯島正、井伏鱒二
［中見出］「文撃の近代性について」「プロレタリア文撃の帰来」「形式主義文撃論」「各
々の文撃的立場について」
ママ
文昏都市合評昏／六月敬創作評／於妃野園屋楼上／一九二九・六・三
［初　出］『文蚤都市』（紀伊関屋書店）第2巻第7号（7月号）59頁～72頁1929年7月1日（6月
25日）
［出席者］中本たか子、井伏鱒二、古澤安二郎、阿部知二、今日出梅、雅川混、舟橋聖－、
田邁茂－
［中見出］「中央公論」「改造」「新潮」「文聾春秋」「近代生活」「文草都市」
［編　注］木之閥屋名義「編輯後記」に、この座談会に以下のように触れる部分がある。
「文聾都市合評会は飽くまで公明を期した。饅禁の場合ではあったが、戦旗文
蕗戦線に論及出きなかったことは残念である。来月は合評会を全国同人雑誌評
とした。御恵輿希へれば幸ひである。」
最近文撃の享柴的傾向に就いて
［初　出］『作品』（作品社）第1巻第5号（9月号・通巻第5号）5g頁～63頁1930年9月1日（8月
30日）
［出席者］深田久浦、井伏鱒二、河上徹太郎、小林秀雄、今日出梅、永井龍男、中村正常、
小野松二
［編　注］「編輯後記」、にこの記事について以下のように触れている。「この九月躾には
大抵の雑録の合評会や座談会のくだらないのに鑑みて、ただその形式だけを借
りて、深田、井伏、河上、小林、今、永井、中村、小野の諸氏に頼んで或る一
つの問題－今月は最近文筆の宰欒的傾向に就いてABC順に書いてもらった。
もう少し位くだらないものが出爽るかと思ってゐたのに如何にも「作品．らし
く極めて眞面目なものになってしまったがこれは今後もなるべく毎月つづけて
「作品」の専寅にしたいと思ってゐる。」
作品の昏合
［初　出］『作品』（作品社）第2巻第10号（10月号・通巻第18号）57貢～62頁1931年10月1日
（9月30日）
［出席者］井伏鱒二、中村正常、吉村鍼太郎、木村庄三郎、河上徹太郎、今日出梅、小林
秀雄
〔編　注］本文末尾「九月十二日」。
純文筆の危機に就いて語る
［初　出］『新潮』（新潮社）第29年第10号（10月号・通巻第377号）140貞～162貢1932年10月
1日（9月24日）
［出席者］杉山平助、河上徹太郎、伊藤整、雅川混、川端康成、小林秀雄、吉行エイスケ、
井伏鱒二、中村武薙夫
［編　注］目次には「純薮術の危機に就いて語る」とある。
新春文堅／創作合評座談曾（－）～（五）
［初　出］『信濃毎日新聞』第18571号～第18575号各5両1934年2月3日～7日
［出席者］井伏鱒二、逸見康、酒井廣人、保高徳赦、本社東京支局記者
－38－
［中見出］「石渡金作氏の作品に就いて」「中央公論、文垂、新潮の懸賞入選作に就いて」
「新人作家の接頭」「中谷孝雄の「三十歳」（改造）」「直木三十五のr私．（文
蕗）」「堀辰雄の作風」「期待される石坂洋次郎」「横光利一の紋章（改造一、二
月競）」「中島直人のワイアワ隋（文撃界二月競）」「柴田寮次郎の残される者（文
蕗首都二月競）」「原二郎の子を寅った男の手紙（同）」「園田太郎吉の兄の死と
清太郎（同）」
※新作文曹劇作合評座読会
［初　出］『徳島毎日新犀　川銅年2月川口
［編　注］未確認
座校合／文筆の積極性
［初　出］『あらくれ』（紀伊国屋出版部）第3巻第1号（1月号）37頁～49頁1935年1月1日
（1934年12月18日）
［出席者］尾崎士郎、楢崎勤、徳田一穂、阿部知二、井伏鱒二、榊山潤、小寺菊子、室生
犀星、徳田秋聾、中村武羅夫、舟橋聖一、豊田三郎、田邁茂一、小城美知、今
井邦子、岡田三郎
貧乏生活やりくり話の曹
［初　出］『話』（文聾春秋社）第6巻第13号（12月号）220頁～232頁1938年12月1日（11月3
日）
［出席者］内田百聞（作家）、武林無想庵（作家）、井伏鱒二（作家）、長山正太郎（沓明
家）、古居七三郎（株屋）
［中見出］「清貧とは何ぞや」「貧乏は全快しない」「貧乏だけで自殺は出爽ぬ」「よろづ
案内の高利貸」「差押へなら文句がある」「旅費がなくて職工になる」「貧乏の
神様」「無想庵放浪記」「貧乏ならでは味へぬ人情」「毒口を二つ持って歩くのは
貧乏人だ」「百聞先生はひがんでゐる」「高利賃を口説いてみたい」
［編　注］「寓鼻は向って右より井伏、武林、古居、内田、長山の各氏」とのキャプショ
ン付き写真1枚を掲載。
〔名士大棋戦（第二回）〕
［初　出］『新青年』（博文館）第20巻第2号（2月号）248頁～256頁1939年2月1日（1月1日）
［対局者］新居至、井伏鱒二
［編　注］鈍棋呆亭「観戦記」に、新居・井伏の対局中の会話を引用。同「観戦記」冒頭
に「園櫨栂には火がカンカンとおこってゐる。縁側には午後の陽ざLが一杯に
さし込んで、部屋の空気は春のやうに暖い。／杉並の清水町、作家井伏鱒二氏
邸の八塾の香奈で、今や大棋戦の幕が切って落されやうとしてゐる。封局者は、
この家の主に評論家の新居至氏、井伏氏秘蔵の糎の盤が櫨端に拇ゑられ、黄楊
の駒がカラカラと井伏氏の手によって盤上にまかれた。」とある。他に、「棋
譜」、小泉謙吉「講評」を掲載。
日向を語る
ジ十パン・ツーリスト・ビユーロー
［初　出］『旅』（社㈱法人日　本旅行協会内日本旅行供欒部）第16巻第11号（11月号）80
頁～87頁1939年11月1日（10月15日）
［出席者〕中村地平、中川一政、尾崎士郎、井伏鱒二、上泉秀倍、吉田圏輔（錬道省）、
水澤澄夫（繊道省）、鈴木仁一（轍道省）、佐藤正雄（ビューロー）
［中見出〕「宗太郎峠」「道は三百六十里」「神と共にある」「世に問ふ白鳥温泉」「白鳥の
踊」「臼杵蹄」「余情のある宮崎の女」「椎葉村と稗鵜節」「鰯三匹と牛一頭」
「美々津は美人郷なりや」「カツポウ酒」「良心的な観光宣博」
［編　注］無署名「編輯後記」に、本座談会について以下のようにある。「皇紀二千六百年
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を明年に控へて、祖囲日向の諸々の姿を改めて見直してみるのも亦大いに意義
があらう。r日向を誇る」座談会は、生閲を日向に持つ中村地平氏をはじめ、
最近彼地巡歴の旅から蹄京された尾崎・中川・井伏・上泉の諸氏に出席を願っ
て、興味ある数々の話を伺ふことの出来たのは近衆の収穫であった。」なお、
出席者中の佐藤正雄の肩書き「ビューロー」は、発行所「日本旅行供欒部」が
置かれた「ジャパン・ツーリスト・ビューロー（日本旅行協会）」のこと。見開
きの最初に、日向の名所と出席者の似顔絵を掲載。「編輯後記」上欄の「寄稿家
紹介」に井伏の紹介がある。
日本自然風景論（座談曾）
［初　出］『文畢界』（文峯春秋社）第7巻第3巻（3月号）198頁～209頁1940年3月1日（2月10
日）
［出席者］岡本一平、井伏鱒二、今日出梅、深田久蒲
［編　注］中見出に代えて、1～6の数字が掲げられている。
※〔標題未詳〕
［初　出］『同盟グラフ』　同盟通信社厨2猫号（月号ノ　貫～斉川州年月　日
［出席者］井伏鱒二、粛月腰、尾崎一雄、内田常次郎
［編　注］未確認。『井伏鱒二選集通信』第3号〔『多甚古村』〈井伏鱒二選集第5巻〉（筑
摩書房、1948年12月15日）の付録〕掲載の尾崎一雄「鮎と岩魚」に、「『同盟グ
ラフ』昭和十五年七月被といふのも捜し出した。これには、井伏君、高見順君、
僕の三人が、信州上高地で、老山案内人の内田常次郎を圃んでやった山に関す
る座談含記事が寓眞入りで載ってゐる。〔略〕座談合は六月二日夜行ほれて居
り」云々とあるのに拠る。また、『井伏鱒二全集月報』1〔r井伏鱒二全集』第1
巻付録〕（1964年9月）掲載の尾崎一雄「井伏鱒二に関する雑談」には、「昭和十
五年六月初め、井伏鱒二、高見順、私の三人が、青柳優（十九年七月没）に連れ
られて信州上高地へ行った。長野県観光協会発行の雑誌に出す座談会記事「山
男を囲んで、素人、山を語る」といふのをつくるためであった。山男とは、戦
後亡くなった内田常次郎老ガイドのことである。」二つの回想に言う座談会は、
同一のものを指すか、あるいは、同時に別の座談会も企画されたのか不明だが、
「鮎と岩魚」の方では、実物を取り出しての記述と推定されるので、今は、「鮎
と岩魚」の記述に従って掲出する。
文筆と新規制（同人座該曾）
［初　出］『文畢界』（文聾春秋社）第7巻第11号（11月号）84頁～99頁1940年11月1日（10月10
日）
［出席者］林〔房雄〕、河上〔徹太郎〕、舟橋〔聖一〕、亀井〔勝一郎〕、中村〔光夫〕、中島〔健
蔵〕、中山〔義秀〕、井伏〔鱒二〕、深田〔久甜〕、青野〔季吉〕
［編　注］出席者は姓しか記されていないので、名を補って掲出した。中見出に代えて、
1～6の数字が掲げられている。
南方の文化建設を語る座談会【1】～【完】
［初　出］『諸費報知』第23547号～第23550号各第4面1942年8月5日～8日
［出席者］伊地知進、榊山潤、井伏鱒二、中島健赦、平野零見、里村欣三、本社側（岩村
昭南支局長、小坂、藤尾、山野邁各記者）
［中見出］「日本文化の展開／民族感情を把握せよ」「勤努精神の喪失／日本文化浸透の方策」「現
地だけの日本語／片償名を普及せしめる」「正しい日本を／民族の中堅に紹介」
［編　注］リード「南方の建設工作はいま第二段階に入ってゐる、長年に亙る欧米の搾取
と壁迫から離脱した南方諸民族はいま日本を中心とする′′アジア人のアジア〟
建設に雄々しくも起ち上ったのである。欧米的なものゝ一切を追放してこの廣
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大な南方共条圏に新しい日本文化の根を植ゑつけなければならない、そしてそ
の時期は既に来てゐる。〝南方の文化を如何に再建するか〟－この間題につき
本社昭南支局では現地座談会を開き軍嘱託や○○要員とし南方文化工作の第一
線に挺身する作家、評論家諸氏から尊い愕験に基く経給と抱負を聞くことがで
きた。」井伏、里村、中島、榊山の写真各1枚を掲載。
マレーの文化と文学／本社主催在昭南の文化人座談曾ひ～＠
［初　出］『西日本新聞』第87号第4面1942年11月5日、第89号～第91号各第4両7日～9日
［出席者］井伏鱒二氏（作家）、大江賢次氏（同）、梅音寺潮五郎氏（同）、中島健載氏（批評
家）、荒木十三郎氏（作家）、北川冬彦氏（詩人）、神保光太郎氏（同）、柴田記者
（本社）
［中見出］「性急な日本化は駄目／欲しい、雑居民育成の統一原理」「音柴を持たぬマレー／日本
人の良さを理解する華僑」「来れ一流の内地人／優良な現地の教員を養成せよ」「南方朔
日の文畢なし／期待される日本文撃の新生面」
［編　注］リード「【昭南線局発】大東亜戦争勃賛一周年を前にして本社昭南総局では左
記文化人の参集を求め座談合を開催し、マレー文化と文撃について語って貰っ
た、参集の諸氏は詩人として、批評家として、或は作家として今次大東亜戦争
に参加し、砲煙の眞只中において宣撫工作、宣伸工作に従事した惰験において
文化人としての重要使命を果し、なは現にマレー文化建設に血みどろになって
粉骨してゐる」座談会開催中の写真1枚と、現地の人物・風景の写真3枚を掲載。
出席者紹介の冒頭に「場所　昭南特別市　旭会館」とある。
南方文化建設の一年／昭南で成果を語る我が文化戦士
［初　出］『東京日日新聞』第23848号第4両1942年11月28日
［出席者］井伏鱒二（作家・軍報道班）、寺崎浩（作家・同）、海書寺潮五郎（作家・同）、中
村地平（作家・同）、小栗虫太郎（作家・同）、北町一郎（作家・同）、荒木観（作家
・同）、神保光太郎（詩人・同）、塚本圃太郎（画家・同）、小出秀男（映画人・
同）、【本社側】枝松支局次長ほか各特派員
［中見出］「打てば響く／日本語ポスター」「街頭の五十音」「影なき固有文化／技術的の方面な
らば伸びる／マレー現住民の性能」「模倣の巧みさ」「日本のものなら／何でも受入れる
用意」
［編　注］出席者紹介の末尾に「昭商圏南クラブにて」とある。「昭南撃園で日本語の勉
強」とのキャプション付き写真1枚を掲載。なお、翌29日には、「比島」第とし
て、石坂洋次郎、上田庫、三木酒、火野葦平らによる座談会を掲載。
璽寸談／最近南方みやげ話
［初　出］『家の光』（産業組合中央合）第19巻第2号（2月号）44頁～47頁1943年2月1日（1月
18日）
［出席者］大木博夫（ジャワ方面・詩人）、井伏鱒二（マライ昭南島方面・作家）
［中見出］「猷々挺身の兵隊さん」「昭南島の目覚ましい復興ぶり」「四季が一度に来るジ
ャワ風景」「日本へバナナを持ってきたい」「丸坊主が大流行」「九人の家族が
二十園で」「皆の違った敵圃人」
［編　注］対談中の写真1枚、「天長節奉祝に集まった住民（昭南島）」「日本の兵隊は、すぐ
子供と仲よしになる。」「日本語を撃ぶ原地人の子供。」の各キャプション付き
写真3枚を掲載。
新生マライを語る／照選報道班員座談曾
［初　出］『知性』（河出書房）第6巻第3号（3月号）42頁～62頁1943年3月1日（2月20日）
［出席者］中島健蔵、堺誠一一郎、井伏鱒二、佐山忠雄、神保光太郎
［中見出］「近代戦の様相」「新聞建設と日本語の進出」「日本語を通して日本精神を」「マ
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ライの文撃」「華僑の問題」「スポーツと音楽」「日本紹介の映垂を」「新指導者
の資格」
新人小説／詮衡委員座談曾／新人を語る
［初　出］『群像』（大日本雄辞令講談社）第3巻第4巻（4月号）58貢～64頁1948年4月1日
［出席者］丹羽文雄、川端康成、井伏鱒二（紙上参加）、青野季吉、平林たい子
［中見出］「選後雑感」「主輝への熱情」「新人の作家的態度」「戦後文撃と新人」
［編　注］井伏は誌上参加で、選外佳作となった細川浮一郎「ゆがんだ空」、育江禎子
「見・耳吉」についての意見が掲載。「創刊一周年記念／新人小説・評論募集審査
螢表」記事の内。小説部門は、上記2作が選外佳作。受賞作なし。
酒仙放談
［初　出］『八雲』（八雲書店）第3巻第9号（9月号）18貫～25頁1948年9月1日
［出席者］内田百問、井伏鱒二、三木鶏郎
［中見出］「ラジオ問答」「宵問答」「貧乏問答」「音欒問答」「裸問答」
［編　注］出席者の似顔絵各1枚を冒頭に掲載。
文塾閑談（座詳言）
［初　出］『社会』（鎌倉文庫）第3巻第11号（11月号）36頁～52頁1948年11月1日
［出席者］瀧井孝作、井伏鱒二、上林暁、川端康成
春の釣りを語る
［初　出］『サンデー毎日』（毎日新聞社）第28年第12号20頁～22頁1949年3月20日
［出席者］堀田正昭（元駐伊大使）、井伏鱒二（作家）、青山浩（「水の趣味」編集者）、
西垣晋作（林学博士）
［中見出］「まずフナ、ヤマメから」「〝マス〟釣りは無我夢中」「〝アユ〟はおてんば娘
さ」「′′魚の肥料〟野菜と同じ」「〝可愛い瞳〟のおふなさん」「六尺の〝コイ〟
もある」
［編　注］出席者の写真各1枚を掲載。目次標題は「春の釣を語る（座談会）」。
娯繁と這禦（座談昏）
［初　出］『文畢界』（文聾春秋新社）第3巻第3号（5月号）106貞～114買1949年5月1日
［出席者］久米正雄、井伏鱒二、河盛好蔵、永井絶男、井上友一郎、今日出海
［中見出］「娯欒の生理」「ラジオ批判」「日本人の野球好き」「釣談義」「道欒百話」「漫
才形式を……」
文士従軍
［初　出］『日本評論』（日本評論社）第25巻第9号（9月号）140頁～151貢1950年9月1日
［出席者］大宅壮一、横山隆一、中山義秀、井伏鱒二、今日出梅
［中見出］「最初から沈没」「軍票受け取りたる者、厳罰に処す」ごいうれし－僕らは日本
の軍夫」「特別文化宣博隊」「王様・映画・傘」「「将官殺し」「下士官殺し」」
「朝鮮征伐」「ラクダの酎吉」「バリ島珍景」「恵兵に狙われる」「フクチャン捕
虜となる」
放談八旗
［初　出］『群像』（大日本雄蹄合講談社）第5巻第10号（10月号）42貢～52頁1950年10月1日
［出席者］井伏鱒二、小林秀雄、硲伊之助
［中見出］「「アユ」の話」「「匂」の話」「「女」の話」「「ゴッホ」の話」「「重家」の
話」「「骨董」の話」「「ピカソ」の話」「「美」の話」
［編　注］本文末尾「（昭25・7・20）」
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［再　録］『アサヒグラフ』別冊　〈井伏鱒二の世界〉（1992年6月25日）［美神礼讃］
ゆぎわおんせんゆきのよばなし
座談会／越後湯澤櫨蓮夜話／於越後湯澤観光ホテル
［初　出］『温泉』（全日本観光連盟編集、日本温泉協会発行）第19巻第1号（1月号）26頁～
31貢1951年1月1日
［出席者］池澤秀雄（随筆家）、井伏鱒二（作家）、長崎抜天（渡書家）、豊吉（三味線）、吉本
明光（音欒評論家）、岩崎慎之介（観光ホテル）
［中見出］「雪国」「スキー」「温泉珍談集」
［編　注］岩崎を除く、出席者の写真各1枚を掲載。本文末尾に「同時録音による／′′かき
捨てた恥だけれど〟／旅の珍談は姉妹誌／「旅」の正月塵を御覧下さい」とあ
る『旅』掲載座談会は次項に掲げる。
座談会／かき棄てた恥だけれど
［初　出］『旅』（日本交通公社）第25巻第1号（1月号）55頁～61頁1951年1月1日
［出席者］吉本明光（芸能評論家）、長崎抜天（漫画家）、井伏鱒二（作家）、漉沢秀雄
（随筆家）、豊吉（三味線）、岩崎慎之介（越後湯沢観光ホテル）
［中見出］「海の御難・山の御難」「ころがりコンクール」「スキーは頭でとめる」「抜天
行方不明」「悩まされた珍料理」「「音楽入りだわね」」
［編　注］出席者名脇「越後湯沢・観光ホテルにて」。座談会中の写真2枚を掲載。本文末
尾に「同時録音による同じ顔ぶれの楽しい温泉を語る座談会、「越後湯沢炉辺
夜話」が姉妹誌「温泉」に載っておりますから、あわせて御覧下さい。」とあ
る『温泉』掲載座談会は前項に掲げる。奥付頁上覧の「筆者紹介」に、井伏は
じめ本座談会出席者の紹介もある。
グラフ対談／風流田舎はなし
［初　出］『毎日グラフ』（毎日新聞社）第4年第35号18頁～19頁1951年12月10日
［出席者］井伏鱒二（小説家）、秋野不炬（日本画家）
［中見出］「ヤモメを釣るのかと質問され井伏さんガク然」「ふるさとの言葉を聞きに飲み
屋へ行く抒情」「玉瀾の絵の少い理由はどういうわけかと……」「尾崎紅葉は自
分の小説を妻に読み聞かせたが」
［編　注］本文末尾に「出席者紹介」を掲載。色紙（「書は井伏鱒二氏　絵は秋野不矩」と
のキャプション付き）1枚と、「万福寺廻廊の魚板の前で」、「「いいお寺ですね
え」　宇治黄柴万福寺で井伏鱒二氏（右）と秋野不矩氏」とのキャプション付き
写真各1枚を掲載。この対談については、井伏「京都のこと」（『きょうと』第
63号1971年4月）に言及がある。
掘り出し帖
［初　出］『日曜日』（雄莫在社）第2巻第1号（1月号）90貢～100頁1952年1月1日
［出席者］青柳瑞穂、井伏鱒二、佐藤酵造、谷口千吉
［中見出］「パリの日本刀」「贋物」「筆蹟」「骨董」「旅で拾った掘り出しもの」「掘り出
される苦しみ」「掘り出し家永井龍男」「掘り出された日本映垂」「小説のタネ」
［編　注］対談中の写真5枚を掲載。
文筆者の見た十年間
［初　出］『新潮』（新潮社）第49巻第7号（7月号）78頁～8g頁1952年7月1日
［出席者］井伏鱒二、奥野信太郎、亀井勝一郎、河盛好蔵、坂口安吾、火野葦平
［中見出］「食糧不足に敗色潰し」「植民地英語」「最初に出合ったアメリカ兵」「唐人お吉
の肉鴇貿易」「混血鬼の宿題」「バラック建の鹿鳴館時代」「負けて出爽た自信」
「ヤミ屋的文撃志望」
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富士の見える温泉郷／座談曾
［初　出］『温泉』（日本温泉協含）第20巻第9号（9月号）36頁～40頁1952年9月1日
［出席者］井伏鱒二（作家）、中野好夫（東大教授）、三好達治（詩人）、耕治人（作家）、笹
本吾郎（常盤ホテル）
［中見出］「甲州路」「信玄公」「厄除け地蔵」「螢合戦」「昇仙峡」「甲州の侠客」「湯村み
やげ」
［編　注］本文末尾に「湯村温泉／常盤ホテルにて」とある。「右から井伏、耕、中野、
三好、笹本各氏」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
大映作品千羽鶴合評／描く中年女の魅力／詩情漂う画調／だが薄い川端文学の味
［初　出］『産業経済新聞』第3709号第6面1953年1月15日
［出席者］山本健吉、井伏鱒二、永井竜男
［編　注］リード「一人の男性をめぐり四人の女性を通じて女の恋愛の姿を清雅に描いた
この作品は芸術院賞をうけ広くベスト・セラーとして読まれた川端文学の映画
化で、女の悲しさ、哀れさを銀幕に再現しようとしているが、どこまで原作の
味を生かしているか、作家の井伏鱒二、永井竜男、評論家の山本健吉の三氏に
きいてみた。」合評会中の写真1枚、映画のスチール写真1枚を掲載。
第五回／閑話休題
［初　出］『週刊サンケイ』（産業経済新聞社）第2巻第の号（通巻第69号）52頁～55貢1953年
6月14日
［出席者］佐藤垢石、滝井孝作、井伏鱒二、〔島村利正〕
［中見出］「芙味な鮎と釣り場所」「密漁の盛んな狩野川」「鮎の仕掛と地方色」「名人芸と
おとりなど」「お妾芸者とぼら騒動」「竿の産地と選び方」「鮎料理とおとり泥
棒」
［編　注］リード「六月一日は太公望待望の鮎解禁日である。清流の底にきらめく銀鱗の
招きは、都下二万、全国二十数万の釣マニヤの心をゆさぶらずにはおかない季
節の誘惑ではある。こと釣に関しては海釣川釣日本一を呼称する佐藤垢石老、
配するに文壇の両古豪、滝井孝作、井伏鱒二両氏とあれば、閑話休題、徹頭徹
尾、魚心探求のひとときである。作家・島村利正氏のお骨折りに、新緑清流の
匂い高い、今週の「閑話休題」と相成った。」佐藤・滝井・井伏の写真各1枚と、
「鮎釣りの佐藤垢石氏」、「鮎釣りの合間にヤマメを試みる井伏鱒二氏（右）と滝
井孝作氏」とのキャプション付き写真各1枚を掲載。なお、「閑話休題」の回数
表示は本文に「第六回」、目次に「第五回」とある。前後の回数表示からは、目
次の「第五回」の表示が正しいと判断した。また、現物表4には「第2巻第19号
通巻第69号」の表示があるが、6月7日号が第2巻第21号、6月28日号が第2巻第25
号とされるなど混乱が見られる。ここでは日本近代文学館カード目録の表示に
従って「第2巻第24号」とした。
昭和文撃小説首選／座談昏
［初　出］『新潮』（新潮社）第51巻第5号（5月号）108貢～147頁1954年5月1日
［出席者］伊藤整、井伏鱒二、高見順、永井龍男、丹羽文雄、河盛好赦（司会）
［編　注］148頁には本座談会の「昭和小説百選」を掲載。この「昭和小説百選」に井伏作
品では「鯉」「さざなみ軍記」「本日休診」が入る。
郷土巡礼（8）広島
［初　出］『週刊サンケイ』（産業経済新聞社）第3巻第〃号55頁～59頁1954年6月13日
［出席者］大原博夫（知事）、井伏鱒二（訪問者）
［中見出］「ヒロシマ即原爆市」「人品、洒ともに優良」「山海の珍味を一手に……」「政
ママ
治家は大赦、女は痩型」「土地豊かにして犯罪なし」「温泉のないのが残念」
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「基地転じて観光地へ……」
［編　注］リード「対談に先立って、井伏先生は広島市の復興と災害を見て回られた。こ
ぬか雨にぬれながら井伏先生は「もう見物は止めましよう。原爆被害をこれ以
上見せられたのでは、アメリカを憎みたくなってしまいますよ」と再度溜息の
ように仰しやった。復興景気の狂操も一段落した広島に梅雨ぞ降る－。良識
と穏健な人格で県民に支持されている大原知事の胸中にあるものは、どうやら
〝仁〟を貫ぬこうといった強い決意のようであった。」「対談者略歴」のはか、
対談中の写真1枚、「イサム野口作の平和橋を散歩する対談者一行」、「全国第二
位を跨る除虫菊栽培」「安芸宮島の神楽」のキャプション付き写真各1枚を掲載。
対談／その道／第十五回／釣人生よもやま艶ばなし
［初　出］『週刊サンケイ』（産業経済新聞社）第4巻第18号（通巻第168号）59頁～63貞1955
年5月1日
［出席者］井伏鱒二、野間仁根
［中見出］「〟やまめ〟と′′やもめ〝」「魚の厳粛なる行動」「あやしいタコ漁法」「パチ
ンコ、将棋、碁」「キツネとタヌキの化し詰」
［編　注］リード「お二人が、今日の日本の一流作家と画家であることはいうまでもない
が、その他年来の酒友で、釣の大家でという工合に′′その道〟は何本も通じて
いる仲。おまけに独特の風格の持主同士と来ているので、お話は変幻自在、虚
々実々、まことにタンゲイすべからざる趣を展開した。開口一番、果然釣の話
が出始めた。と思うと急転直下、これから′′本論〟　という調子で美人が登場し
て、以下はご覧のとおり－。」対談中の写真1枚を掲載。
釣と酒と／対談
［初　出］『あすなろ』（財団法人鉄道弘済会社会福祉部）第15号（12月号）2頁～4頁1955年
12月1日
［出席者］井伏鱒二、上林暁
［編　注］井伏、上林の写真各1枚を掲載。各写真下に略歴を掲載。本文末尾「速記・天
野清／カメラ・三春忠久」。
［中見出］「してやられた垢石老」「枕木に突きささった前歯」「茶目っ気の多かった高田
保」
［再　録］鉄道弘済会広報部編『たのしき放談』（北辰堂、1958年8月15日）
あまぎ
座談会／天城の猪／修善寺温泉／菊屋にて
［初　出］『温泉』（日本温泉協会）第24巻第1号（1月号）32頁～40頁1956年1月1日
［出席者］井伏鱒二、大下宇陀児、野田八郎（修善寺温泉菊屋旅館主）、城所昇（吉奈温泉
東府屋旅館主）、飯塚利八（狩猟家）、小川久次郎（狩猟家）
ママ
［編　注］目次には「座談会・天城の猪」として、出席者名は「井伏鱒二／大下宇陀見」
のみが掲げられている。また、猪猟に関わる写真4枚を掲載。
［再　録］野田宇太郎編『伊豆』〈日本の風土記〉（宝文館、1959年1月5日）†本書「収録
文掲載書誌一覧」に、本座談会の初出を「雑誌「温泉．昭和三十二年四月号」
とするのは誤り。
随筆寄席／釣り天狗・自慢はなし
［初　出］『随筆』（産業経済新聞社）第3巻第5号（5月号）4頁～23頁1956年5月1日
［出席者］井伏鱒二、徳川夢声、林破、辰野隆
［中見出口時に慎むとこ．ろを知れば酒も女も無害です」「釣りの境地は恋愛の境地」「餌
代いらないヤモメ釣り」「釣りは何故おもしろい」「井伏さんから鯉をもらった
ので」「素人の私がこんなに大漁した」「壮観なアメリカのカマス釣り」「ウナ
ギに風と聞き流す」「一列たりなかった将棋盤の話」「棋歴は大山名人より古い
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けれど」「一人一括　女の方が言語明瞭で早口（夢声老）」日豊才でも女の方が利口な口
を利く．「生理学的にみても女の方がおしゃべり」「一人一語　これはちょっと点がつけ
にくい（辰野博士）」「やがて死ぬけしきはみえず蝉の声」rそれが一人一語ですか？大体J
L人一語　第二の産業革命近し（林博士）」「サイバネテックスの生みの親来る」「人間の
働きにせまって来る機械J L人一話　教え子は師に似るもの（井伏氏）」「あの人たちの
ゼスチュアはHHH」「この大喧嘩の責任は辰野先生にあります」「武勇伝で思い出したが」
［編　注］リード「一人一話珠玉の話題　何処から読んでも面白い　話し上手に聞き上手
いずれおとらぬお歴々　時には舞台と寄席が　てんとうしての入り乱れ　普
通の寄席では見られない　随筆ならではの珍風景　今日のゲストは　井伏さん
では幕をば上げましよう」。本文末尾「（速記・三村島比古）」。出席者の写真各
1枚と、「随筆賞受賞者を、招待しての「寄席」はことのほか盛会でした。／右
より第二回随筆賞受賞者・福岡県の翁木沐鷺氏、愛媛県の弦田登志夫氏。／左
より－徳川夢声翁、林離博士、井伏鱒二氏、辰野隆博士。ゲストの井伏氏は
作家、その釣り好きは著名、作品「本日休診．で読売文学賞、また「漂民宇三
郎」で芸術院賞をそれぞれ受賞。」とのキャプション付き集合写真1枚を掲載。
［再　録］①辰野隆『放談千夜随筆寄席』〈辰野隆対談集〉　第3巻（春歩堂、1960年7月20
日）［第19夜］。②『徳川夢蟹の世界　問答有用』〈文学者篇Ⅱ〉（深夜叢書社、
1994年8月15日）［井伏鱒二］†本文末尾「（昭31・3・10日）」
大正時代の文科生気質を語る
［初　出］『早相田畢報』（早相田大撃校友会）復刊第10巻第6号（7・8月号・通巻第662号）
12頁～22頁1956年7月15日
［出席者］井伏鱒二（作家・中退）、尾崎一雄（作家・昭2年大文）．北原てう（大観堂未亡人）、
浅見淵（文聾評論家／大15大文）
［中見出］「横光利一と大観堂」「大正時代の早格田」「迫邁さんと演劇熱」「昔の野球」
「暢気眼鏡時代」「白樺派と早相田」「早稲田鶴巻町」「馬場下町界隈」「玄関風
呂」「昔の先生」「吉田絃二郎のこと」「大観堂の常連」「大震災と古本」「今は
なくなった下宿屋」「神欒坂の繁栄時代」「昔の戸塚通り」「大正の文科生気貿」
［編　注］本文末尾「六月七日於校友含館」。出席者の写真各1枚を掲載。
郡の西北早稲田の森に／（第一回・誌上同窓会・早稲田不学）
［初　出］『知性』（河出書房）第4巻第1号（1月ぢう161頁′、165頁1957年1月1日
［出席者］石橋湛山（明治三十七年文科入学、政治家）、井伏鱒二（大正六年文科入学、作
家）、松尾隆（昭和二年英文科入学、早大教授）、岩本尭（昭和二十四年法学部入
学、プロ野球選手）
［中見出］「偉大なる恩師の想い出」「集り散じて人は変れど」「わらじ履きの野球試合」
「進取の精神・学の独立」「早稲田大学礼讃」
［編　注］出席者名を列記した脇に「於・早稲田大学大隈会館」とある。本文末尾「（速記
倉田寿子）」。出席者の写真各1枚を掲載。
新春対談／文学・甲斐の素顔
［初　出］『山梨日日新聞』第27521号第9両〔第二第1両〕1957年1月1日
［出席者］井伏鱒二、深沢七郎
［中見出］「月見草で花見／r楢山節考」の想定は境川」「甲州人の気風が好き／釣りや風景の変
化がよい」／「小説はヤニッこいネ／二タ股稼業はできません」「書きたい武田家滅
亡／戦いの意義しらぬ勝頼」
［編　注］リード「新春おめでとうございます。きようは文壇の苦労人としてながい間小
説を書きつづけちれている井伏さんと、「楢山節考」をもって矢庭に脚光を浴
びた深沢さんに初顔合せをねがい、文学のよろこびやくるしみ、甲州のあれこ
れに話題をはしらせて語って頂くことになりました。独特の作風をもっていよ
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いよ円熟の境にある井伏さんの甲州好きは有名ですが、輝やかしく文壇に登場
した深沢さんにとっては郷里のこと。縦横に語りあって頂きたいと思います。
（本社・小林文化部長挨拶より）」。対談中の二人の写真の上部に、「井伏鱒二対
談深沢七郎／於東京荻窪・えすかるぽ」とある。『山梨日日新聞』本号は元旦特集
で、本記事は第2部の第1両に掲載。
封該・最近作研究／『楢山節考』をめぐって
［初　出］『文蕗』（河出書房）第14巻第3号（2月号）64頁～72頁1957年2月1日
［出席者］井伏鱒二、深澤七郎
［中見出］「ブシコウの土地」「幾夜か寝つる」「持ってきた山」「十四囲のギター」「批
評されて……」「死と老人」「気の合う先生」
［編　注］対談中の写真3枚を掲載。本文末尾「（速記・秋山節義）」。目次標題下「『楢山
節考』の世界は、エア・ポケットにも似て、日本文撃の低滑に小さな革命をも
たらし、急速度で韻書界に浸透した！」。
座談会／小説の詰
［初　出］『素直』（素直編集部）第2集2頁～11頁1957年5月10日
［中見出］「小説の衰弱」「表現と題材」「「残菊抄」」「「つつじを看る」」「「岩のある
庭の風景」」「「犬の血．」「「楢山節考」」
［出席者］浅見淵、瀧井孝作、尾崎一雄、上林暁、井伏鱒二、外村繁、島村利正
［編　注］本文末尾「三月二日、神田勝楽にて／（速記・岡田敦子）」。『素直』第4集（1958
年1月3日）に第2回を掲載。
〔同人雑誌賞〕詮衡座談昏
［初　出］『新潮』（新潮社）第55巻第1号（1月号）110頁～118頁1958年1月1日
［出席者］伊藤整、井伏鱒二、佐藤春夫、高見順、中山義秀、永井絶男
［編　注］「第四同新潮社四大文畢貴決定額表」の内。受賞は副田義也「闘牛」。
小説の話／第二回
［初　出］『素直』（素直編集部）第4集2貢～17頁1958年1月3日
［中見出］「「駅前旅館」」「「過ぎゆきの歌」」「「夜の波音」」「「杏っ子」」「「おは
ん」」「「中戸川吉二」」「「三島由紀夫」」「「埴谷雄高」」「生体解剖の話
の小説」「「暖簾」」「「挽歌」」「再び「おはん．」「「耳学問」」
［出席者］浅見淵、井伏鱒二、滝井孝作、外村繁、島村利正
［編　注］本文末尾「（十一月三日、渋谷・羽沢ガーデンにて）／速記・岡田敦子」。『素
直』第2集（1957年5月10日）に第1回掲載。野田允太名義「編集後記」に「座談会
「小説の話」は尾崎一雄、上林暁両氏が、よんどころないお仕事で、参加され
ず、残念でしたが、浅見淵さんの名司会で、まことに味の深いものが出来まし
た。今後も、滝井、井伏、浅見、外相、上林、尾崎、島村の諸氏をレギュラー
とする座談会は、皆さんの御協力により、本誌の特徴を生かして、ずつと続け
たいと考えています。」とある。「写真は、右から井伏鱒二、外村繁、浅見淵、
滝井孝作、島村利正の諸氏」とのキャプション付き写真1枚を掲載。奥付「昭和
三十二年十二月二十・五日印刷／昭和二十三年一月三日発行」の発行目付は、「昭
和三十三年一月三日発行」の誤植。
瀧井孝作氏を中心とする文学諸問題についての座談会
［初　出］『素直』（素直編集部）第5集2頁～21頁1958年4月20日
［出席者］浅見渕、瀧井孝作、上林暁、尾崎一雄、網野菊、井伏鱒二、島村利正、外村繁
［中見出］「批評の標準に関連して」「作品の感動ということ」「フィクションと実感」
「作品と遊びについて」「私小説と中間小説」「小説のテーマについて」「長篇
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と短篇」「「松島秋色」と「伐り禿山」と「道志川」」「小説と映画」「映画に
ついて」「作家を撮った映画」「現代詩と抽象派」「芥川賞の選考について」
「直木賞の選考について」「賞金余話」「素直の作品について」
［編　注］対談中の写真3枚を掲載。編集部名義の「編集後記」では、この座談会に以下
のように触れている。「今度の座談会は、いつもの顔ぶれのはかに、網野菊さ
んに新しく御参加を頗いました。テーマも、「滝井さんを中心に」ということ
だけで、あらかじめ個々の作品を読んでいただくということもせず、ぶっつけ
本番でお願いしました。それが反ってよい効果をあげたらしく、一段と興趣の
深いものが出来ました。浅見さんの名司会に加えて、八人の方々の、へだてな
い心持の交流が自ら独特な文学観となって流露しています。」表紙に掲げられた
ママ
目次には「瀧井孝作氏を中とする文学諸問題について／（座談会）」とある。
（同人雑書志賞〕詮衡座談昏
［初　出］『新潮』（新潮社）第56巻第1号（1月号）134頁～138貢1959年1月1日
［出席者］井伏鱒二、大岡昇平、佐藤春夫、高見順、中山義秀、永井龍男、三島由紀夫
［編　注］「第五同新潮社四大文畢賞決定年表」の内。受賞は神崎信一「大宮踊り」。
とんと青一つかたれ－木下順二作『日本民話選』をめぐって－
［初　出］『民話』（民話の会編、未来社発行）第2巻第3号（3月号・通巻第6号）42頁～61頁
1959年3月1日
［出席者］井伏鱒二（作家）、中野垂治（作家）、いぬい・とみこ（児童文学者・司会）
［中見出］「「これでやっこらひとむかし」」「「すずがにおいであれ」「あい」」「「大
工と鬼六」「なら梨とり．」「「あとかくしの雪．／－とってくる、まびい
てくる－」「「どんく．と「ぎゃある．」「「堀をめぐらした」「ありあま
るほど」」「「ききみみずきん」／石と「木たち」と」「「馬のくそ」「牛のく
㌔1、≠「豆がらをたく」「「うそこき話」／－雪国の冬－」「「町のもん」
「在郷のもん」」「r弘法大師」「弁慶」r神楽」」「「竜王さま」いじめ」
「「ばけもの話」「食わず女房」」「「ぎゃある鍋」「安珍滴姫」」「「いなげ
なもの」」「「コマはうまかったなァ．」「rぞうり作り．「なわない．」
「「カッポウ鳥の話」」
文学よもやま話
［初　出］『素直』（素直社）第7集2頁～13頁1959年4月25日
［出席者］浅見淵、瀧井孝作、上林噴、外相繁、島村利正、網野菊、井伏鱒二
［中見出］「「伊沢蘭軒」を中心とする鴎外論」「「ドクトル・ジバゴ」をめぐって」「金達
寿の作品」「女流作家月旦」「堀辰雄論」「谷崎潤一郎論」「再び「鴎外につい
て」」「「秀十郎余話」あれこれ」「「明日はそこにある」」
［編　注］本文末尾「（二月十五日、新宿・秋田にて。　速記・平岡照子）」。
〔同人雑誌賞〕詮衡座談曹
［初　出］『新潮』（新潮社）第57巻第1号（1月号）86頁～91頁1960年1月1日
［出席者］伊藤整、井伏鱒二、大岡昇平、高見順、永井龍男、中山義秀、三島由紀夫、蔚
藤編集長
［編　注］「第六同新潮社四大文撃賞決定額衷」記事の内。受賞は田木敏智「残された夫」0
鼎談／四季の川釣り
［初　出］『ざこくらぶ』（雑魚くらぶ）第2集8貢～14貢1960年4月20日
［出席者］土師清二、井伏鱒二、滝井孝作、［丸岡明（司会）］
［中見出］「まずフナの話」「ハヤの話」「ヤマメの雌雄の話」「釣りは勝負なりという話」
［編　注］「川釣りを語る（左から）井伏　滝井　土師氏（新宿『十和田』で）」とのキヤプ
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ション付き写真1枚を掲載。目次標題末尾には「（上）」の表示。本文末尾「（司
会　丸岡明）／－以下次号－」。編集後記に当たる「某月某日」には、「明」
の署名で「同人井伏鱒二氏の「釣師・釣場．、永田一橋氏の「川釣り・山釣
り」が出版された。それを機会にというわけでもないが、「鼎談・四季の川釣
り．をしてみることになった。話がはずんで長くなったので連載にした。」と触
れられている。後半は第3集（1960年9月1日）に掲載。なお、本号目次上に、井伏
を中心にした集合写真を掲げ、その横に次のような紹介記事がある。「滝井さん、
井伏さんが、昨秋、芸術院会員になられた。さつそくお祝いの釣会をしようで
はないか、と柳橋の小松屋からハゼ舟を仕立てた。まずまずの釣果にごきげん
で浅草橋のむつみやへ引上げ、馬肉をつついて祝賀宴？という趣向。杯の数と
ともに〝芸談〟　もはずんできたころの写真がこれである。顔ぶれは、滝井さん、
井伏さんを始め、［略］そろいの印伴天は雑魚くらぶのユニフォームである。」
［再　録］ざこくらぶ編『随筆釣てんぐ』（南北社、1968年3月5日）［四季の川釣〕†司会の
丸岡明の名前は削除。
文堰釣天狗大いに語る（座談会）／四月十八日
［初　出］『小説新潮』（新潮社）第14巻第9号（7月号）90頁～99貢1960年7月1日
［出席者］井伏鱒二、立野信之、丸岡明、福田蘭童、那須良輔
［中見出］「アユ釣り」「垢石の釣り」「渓流の魚」「外国の釣り」「文壇人の釣りぐせ」
［編　注］「（左から立野信之・那須良輔・福田蘭童・丸岡明・井伏鱒二の諸氏）」とのキ
ャプション付き写真1枚を掲載。
鼎談／四季の川釣り（下）
［初　出］『ざこくらぶ』（雑魚くらぶ）第3集8貢～16頁1960年9月1日
［出席者］井伏鱒二、滝井孝作、土師清二、［丸岡明（司会）］
［中見出］「変った釣り方と変った魚の習性について」「アユの味の話」「裸のジプシー山
下の詰」「名人はいるものだという話」「お軽勘平の親子の話」「これからは川
釣りか海釣りかという話」
［編　注］本文末尾「（司会　丸岡明）」。井伏・滝井・土師の写真各1枚を掲載。前半は第2
集（1960年4月20日）に掲載。
［再　録］ざこくらぶ編『随筆釣てんぐ』（南北社、1968年3月5日）［四季の川釣］†司会
の丸岡明の名前は削除。
座談会　釣
［初　出］『風報』（「風報」編集室）第8巻第10号（通巻第88号・10月号）12頁～24頁1961年
10月1日
［出席者］井伏鱒二、丸岡明、岡村夫二、［岡本功司］
［中見出］「アユにつまづく川」「がんこな釣」「基本が大事」「御前公演」「釣師の礼儀」
「たいした釣師」「村中にセンセイーション」「アユの習性」「生きものの重さ」
「釣の番付」
［編　注］本文末尾「編集室　岡本功司／挿画　岡村夫二」
座談会／回想　佐藤春夫
［初　出］『文芸』（河出書房新社）第3巻第7号（7月号）278貢～299頁1964年7月1日
［出席者〕井伏鱒二、漣一雄、中谷孝雄、安岡車太郎、山本健吉（司会）
［中見出］「（座談会がはじまるまえの雑談）」「門弟の作品をすぐ採点」「鴬の境の聯」
「あまえていた太宰」「日本浪皇派の頃」「歯に衣着せない毒舌」「紀州という
風土」「怒られた時怒られない時」「独創的な設計」「耳が勲章を……」「座談
の大家」「佐藤文学の評価」
［編　注］出席者の写真ほか11枚を掲載。「特集　佐藤春夫追悼」の内。
－49－
河盛好蔵連載対談／作家の素顔（9）／井伏鱒二
［初　出］『小説現代』（講談社）第3巻第9号（9月号）27頁～34頁1965年9月1日
［出席者］河盛好蔵、井伏鱒二
［中見出］「広島帰省」「山峡風物誌」「佐藤春夫の思い出」「辰野隆とその弟子たち」「二
日酔」「リズムと節回し」「私の小説作法」「短編小説のことなど」
［編　注］対談中の写真4枚を掲載。『作家の素顔』刊行の際に付された河盛文によれば、
1965年6月26日河盛宅にて対談。
［再　録］①河盛好蔵編『作家の素顔』（軽々堂、1972年10月15日）［井伏鱒二］†計24人
の作家との対談記録。各対談の冒頭に、対談相手の写真と河盛による作家紹介
文を付す。中見出の文言に代えて行空きとする。②河盛好蔵『井伏鱒二随聞』
（新潮社、1986年7月15日）［作家の素顔］中見出の文言に代えて行空きとする。
新春座談会／富士に魅せられて
［初　出］『潮』（潮出版社）第68号（1月号）190頁～203頁1966年1月1日
［出席者］井伏鱒二（作家・芸術院会員）、岡田紅陽（写真家）、武田泰浄（作家）、林武
（画家・東京芸大名誉教授）
［中見出］「まん中に富士は描かない」「季節で変る富士の雲」「幻想的なブロッケン」
「二年間、富士山に住みついて」「太宰治と富士山」「日本の歴史と富士J「雄
大な宝永山」「宇宙の根元に立入っている」「富士を見ないで描いた大観」
［編　注］標題脇「幾歳月、それぞれの裾野から〝富士山との対話〟をくり返してこられ
た方々がある日はじめて麓の地で一堂に会された／（山中湖畔、ホテル・マウント富
士にて）」。出席者の写真各1枚を掲載。
《対談》／釣　酒　文学　電話
［初　出］『ダイヤル』（日本電信電話公社総裁室広報課編集、ダイヤル社発行）第4巻第
11号（11月号・通巻第38号）2頁～5頁1966年11月1日
［出席者］井伏鱒二（作家・芸術院会員）、米澤滋（電電公社総裁）
［中見出］「だいたい　理屈がわかったときは　もう遅い」「あの家には　電話があるから
大丈夫」「庭へ飛び出すのは　井伏さんに　まかせよう」「言うまいと　思え
ど　きょうの　映画かな」「一人去り　二人去り　近藤勇は　ただひとり」
［編　注］井伏・米澤の写真各1枚を掲載。
井伏文学の周辺／対談
［初　出］『日本の文学』付録34（中央公論社）1貞～9貢1966年11月
［出席者］井伏鱒二、河盛好蔵
［中見出］「郷土、家族を語る」「文学的出発」「作品をめぐって」「原爆小説「黒い雨」」
［編　注］『日本の文学』第53巻　く井伏鱒二〉（1966年11月5日）の付録。本文末尾「（昭和
四十一年七月十一日　虎ノ門　福田崖にて）」。「対談中の井伏鱒二氏（左）と河
盛好蔵氏」、「昭和30年ころ　永井龍男（左）と将棋をさす」、「昭和34年ころ　千
葉県夷川でハゼ釣／井伏鱒二（左）と小沼丹」との各キャプション付き写真3枚を
掲載。
［再　録］①『対談　日本の文学』（中央公論社、1971年9月14日）［井伏文学について］。
†写真は対談中の井伏、河盛の1枚だけとする。②河盛好蔵『井伏鱒二随聞』
（新潮社、1986年7月15日）†中見出に代えて行空きとする。
連載対談／ふたりで話そう71／憎めない人′′演技の人〟太宰治
［初　出］『週刊朝日』（朝日新聞社）第72巻第21号34頁～38頁1967年5月19日
［出席者】井伏鱒二（作家）、伊馬春部（放送作家）
［中見出］「女にうらざられて発憤」「「富嶽百景」時代の生活」「女性にはモテなかった」
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「古谷綱武氏に認めらる」「学生に人気のある秘密」
［編　注］リード「太宰治ブームである。「太宰治の生涯．（芸術座）、「桜桃の記」（紀伊
国屋ホール）という二つの芝居が上演されるのを機会に、太宰の師・井伏鱒二氏
と友人・伊馬春部氏に、その知られざる一面を語っていただいた。」冒頭の見開
き頁に「井伏鱒二氏の略歴」、「伊馬春部氏の略歴」を掲載。「「文学の話になる
と姿勢を正しましたね」井伏氏」、「「三人で酔っぱらっていたずらしました
ね」伊馬氏」とのキャプション付き写真各1枚と、「昭和15年、伊豆熱川温泉を
訪れた（右から）井伏氏、太宰治、小山祐士氏、伊馬氏」とのキャプション付き
写真1枚を掲載。本文末尾「（速記・秋山節義）」。
新春放談／菜しき哉雑談
［初　出］『中央公論』（中央公論社）第83巻第1号（1月号）372頁～387貢1968年1月1日
［出席者］井伏鱒二（作家）、永井龍男（作家）、河盛好蔵（司会・評論家）
［中見出］「八木節唐詩選」「しゃれについて」「勤めていた頃」「小説の構図」「志賀直哉
の匂いをかぐ」「文学移り変り」「ふたり幸兵衛」
［編　注］リード「四十年にわたる交際をとおして、畏敬しあう小説の名手同士が文壇生
活をふり返りつつ語る軽妙洒脱な芸談」。本文末尾「（速記・構成　秋山節義）」。
「（対談中の左より井伏鱒二、河盛好蔵、永井龍男の諸氏）」とのキャプション
付き写真1枚を掲載。
［再　録］『アサヒグラフ』別冊〈井伏鱒二の世界〉（1992年6月25日）†中見出の文言に代
えて◆を配する。
・座談会・文芸一夕話
［初　出］『心』（生成全発行、平凡社発売）第21巻第2号（2月号）25頁～43頁1968年2月1日
［出席者］井伏鱒二、井上靖、山本健吉、河盛好蔵
［中見出］「ハワイの講義」「鴎外・漱石・白鳥・藤村」「日本文学の研究レベル」「外国
の日本文学研究／日本人の外国文学研究態度」「日本文学の翻訳」「正宗白鳥
の文芸批評／島崎藤村を巡って」「古典文学について」「米仏の俳句熱」「能と
建築／日本の料亭のこと」「日本人の独自的感覚」「井上文学の翻訳」「もう一
度言葉に還る」「〃黒い雨〟のこと／原爆小説について」「白鳥・寛は詩に無関
心」「藤村詩集」「北原白秋・高村光太郎」「堀口大学・三好達治」「詩人全集
のこと」「日本人は詩・俳句をよく作る／詩のブームを作った人」「石川啄木・
ママ
岩野泡鳴」「茂吉・捷平・犀生・朔太郎」「高浜虚子のこと」
［編　注］本文末尾「（速記・佐竹彦七郎）」。
く対按〉　自然と文学
［初　出］『文芸』（河出書房新社）第8巻第6号（6月号）230頁～254貢1969年6月1日
［出席者］井伏鱒二、深沢七郎
［中見出］「農業と病気」「甲州人の気質」「桃の美しさ」「正宗白鳥のことなど」「『武州
鉢形城』のヤニ松」「秀吉と信長」「イタチ・テン・ミンク」「吸血虫について」
「シヤクヤシ菜・広島菜その他」「古墳と耕地整理」
［編　注］本文末尾「（1969．4．12．）」。対談中の写真各1枚と、「ビニールハウスのいちご
畑にて」とのキャプション付き写真1枚を掲載。
［再　録］①深沢七郎『盲滅法』〈深沢七郎対談集〉（創樹社、1971年11月15日）0②井伏
鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月20日）。③深沢七郎『深沢七郎の滅
亡対談』〈ちくま文庫〉（筑摩書風1993年12月6日）†『百滅法』〈深沢七郎対談
集〉　の改題、文庫化。④井伏鱒二『井伏鱒二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社、
1996年8月1日）
同人対談／「黒い雨J　その他
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［初　出］季刊『四季』（潮流社）第2巻第5号27貢～42貢1969年7月10日
［出席者］井伏勝二、神保光太郎
［編　注］対談冒頭に井伏「昭南所見」を引用。対談中の写真3枚を掲載。
［再　録］①井伏鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月20日）。②井伏鱒二『井伏
鱒二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社、1996年8月1日）
※岸暦対炭
［初　出］椚碓ラジオ男腰．運用の年　月　日
［出席者］井伏鱒二、河盛好蔵
［編　注］放送に関しては、下掲『井伏鱒二随聞』掲載本文末尾の記載による。
［再　録］①河盛好蔵『井伏鱒二随聞』（新潮社、1986年7月15日）。②河盛好蔵編『井伏
さんの横顔』（爾生書房、1993年9月20日）
〈対談〉　戦後と漂流
［初　出］『文芸』（河出書房新社）第8巻第11号（11月号）228頁～254頁1969年11月1日
［出席者］井伏鱒二、五木寛之
［中見出］「昭和二十年八月」「敗戦時の酒」「平壌におけるソ連軍」「昭和二十一年十月」
「南鮮から博多へ」「口ごもる引揚体験」「文士の徴員について」「引揚者・復員
は′′漂流′／」「明治の捕虜について」
［編　注］対談中の写真3枚を掲載。
［再　録］（》五木寛之『白夜の季節の思想と行動』〈五木寛之対談集〉（冬樹社、1971年4月
5日）。②『正統的異端』〈五木寛之対談集〉（深夜叢書社、1996年11月25日）
◇対該◇／失われゆく釣人たちの自然
［初　出］『潮』（潮出版社）第122号（2月号）208～217頁1970年2月1日
［出席者］井伏鱒二（作家）、檜山義夫（東大名巻教授）
［中見出］「農薬で減る一方の魚」「魚を食い荒らすギャング」「放流と種族の維持の関係」
「東京だけで百万の釣り人」「幼年期にきまる人間の舌」「天然より弱い養殖ア
ユ」「はらわたが一一番うまい」「フグはアライが鉄則」
［編　注］リード「農薬や公害で天然は犯され、魚も美しい湖水からはじき出されて、自
然の保護は国家の一大事になってきた」。対談中の写真2枚、「山梨の栃代川で
ヤマメ釣りを楽しむ井伏氏」、「東京湾でハゼを釣る檜山氏」とのキャプション
付き写真各1枚を掲載。目次標題脇「公害の湖水には魚が減り太公望も嘆くばか
り」とある。
野鳥の話1～10／井伏鱒二・中西情堂対談
［初　出］『赤旗』第6980号第8両1970年2月15日、第6982号第8面17日、第6983号第8両18
日、第6984号第8面19日、第6985号第8面20日、第6986号第8面21日、第6989号
第8両24日、第6990号第8両25日、第6991号第8面26日、第6992号第8面27日
［出席者］井伏鱒二、中西情堂
［中見出］「ここは／卜鳥の楽園中西／ツグミは声がいい井伏」「えさはどんな物を井伏／変化
してきた鳥の食性中西」「鳥にも社会学が…中西／高い山が渡鳥の目標井伏」「ツ
バメの巣、橋の裏に井伏／習性の変化に何千年中西」「鳴き方に方言がある中西
／地形や水音の関係で・‥井伏」「鳥の目はすはらしい中西／水に親しいのは声が
悪い井伏」「親が鳥かごへ餌を…井伏／日限はきまっているが中西」「発達してい
る習性中西／一日中枯木をコツコツ井伏」「安住の地なくなる中西／人間にも大
きな問題井伏」「野鳥をふやす方法は…井伏／都会にも木を植える中西」
［編　注］初回リード「魚や鳥に関心の深い作家の井伏鱒二さんと日本野鳥の会会長で随
筆家の中西惜堂さんの対談「野鳥の話．を十回の予定で連載します。対談は東
京・世田谷区の中西氏邸で、庭に集まる野鳥を見ながらおこなわれました。」各
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回に野鳥の図版・写真などを掲載し、初回と最終回には対談中の井伏・中西の
写真（田村茂撮影）を掲載。
対談／釣る語
［初　出］『ちくま』（筑摩書房）第16号（8月号）20頁～31頁1970年7月20日
［出席者］井伏鱒二、開高健
［中見出］「擬似針釣り」「釣りと好色」「釣りとホラ」「釣の実力と偶然」「隠居釣りのよ
さ」
［編　注］本文末尾「（速記　福岡隆）」。対談中の写真3枚を掲載。
［再　録］①開高健『釣り人語らず』〈開高健全対話集成3釣篇〉（潮出版社、1982年6月
10日）。②開高健『釣り人語らず』〈潮文庫〉（潮出版社、1985年10月10日）
わたしたちの交遊録／太宰冶・三好達治のこと
［初　出］『ブッククラブ情報』（日本ブッククラブ）第1巻第2号28頁～34頁1970年9月柑
［出席者］井伏鱒二（作家）、河盛好蔵（仏文学者）
［中見出］「太宰との対面」「行儀の正しかった太宰治」「『宮嶽百景』と『トカトントン』
『津軽』」「太宰の文章」「三好達治のこと」「国士であった？三好連治」
［編　注］井伏・河盛の写真各1枚を掲載。
☆青春を語る☆／飲んで学んで請諭して／対談
［初　出］『月報』23（学習研究社）〔『現代日本の文学』第21巻（第12回配本）〈井伏鱒二
集〉　付録〕1頁～10貢〔1970年9月1日〕
［出席者］井伏鱒二、中島健蔵
［中見出］「酒事はせ川のさむらい連」「小林秀雄に泣かされて」「金もないのによく飲ん
だ」「フランス文学」「マレーの徴用生活が青春の終点」
［編　注］『現代日本の文学』第12回配本第21巻　〈井伏鱒二集）は1970年9月1日発行。月
報には発行日付は記載されていない。本文末尾「（昭和四十四年七月　東京・中
野「ほととぎす」で）」。対談中の井伏、中島の写真各1枚を掲載。
若き日の銀座／生ける昭和文堰史
［初　出］『銀座百点』〈二百号記念〉（銀座百店会）第200号（7月号）8頁～17頁1971年7月1
日
［出席者］井伏鱒二、今日出梅、永井龍男、河盛好蔵
［中見出］「ルパシカのはやった頃」「ライオン・タイガー時代」「美人が多かった」
「「山繭」にしごかれる」「レインボー・グリルとはせ川」「横光利一の十円札」
「なつかしい雪の銀座」
［編　注］出席者写真各1枚を掲載。
《対談》／文学・閑話休題
［初　出］『文芸』（河出書房新社）第11巻第1号（1月号）212頁～233頁1972年1月＝］
［出席者］井伏鱒二、永井龍男
［中見出］「志賀直哉の印象」「日本人の見事な勘」「関東大震災のころ」「同人雑誌時代」
「直木三十五、菊池寛」「横光利一、牧野信一」
［編　注］本文末尾「1971．11．11」。対談中の写真3枚を掲載。
［再　録］①永井龍男『永井龍男全集』第11巻（講談社、1982年2月20日）。②『井伏鱒二
対談集』（新潮社、1993年4月20日）。③『井伏鱒二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社、
1996年8月1日）
井伏鱒二／永井龍男／両氏をかこんで
［初　出］『街』（「杜の都社」）第5巻第5号（通巻第53号・5月号）14頁～19酎972年5月1日
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［出席者］井伏鱒二、永井龍男、鈴木彦次郎、荒木田家寿、恩田次男、川村徳助、藤村亀
治、遠山英知
［中見出］「身につまされる種牛の目」「父はズウズウ弁、子は言語学者」「抜けきれぬ東
北なまり」「投函したのは財布」「′′本物〟を作る人」「釣師はつらい」「野村
胡堂と報知新聞」「みどころいっぱいの岡山」「ハマナシとハマナス」「砂糖味だ
けの料理はご免だ」
［編　注］出席者写真各1枚を掲載。目次標題「座談会口井伏鱒二・永井竜男雨作家を囲ん
で」。リード「四月の初旬、雨にけむる盛岡に、作家の井伏さん永井さんがひょ
っこりと現われ本誌鈴木同人を訪ねられた。編集部では、両氏を岩手山ろくの
西根町（大更みゆき本店）や小岩井農場などへご案内したあと座談会を催しまし
た。－が、井伏氏流に申せば〝言うだけ聞くだけ〟の座談会と相成りまし
た。」「編集後記」には、「この旅行〔『街』同人たちの岡山旅行－前田注〕
事前工作たけなわのとき、井伏鱒二永井竜男両作家が突然鈴木キャップを訪ね
て来盛、ただ彦さんに会いたくなったので来た、他に用事は何もない、「街」
で座談会やるなら出席するヨという次第。／昼は鈴木夫妻に恩田・藤村がお相
伴して、大更のみゆき本店に遠征して稗飯を賞味、帰路迂回して小岩井農場を
訪れ、清田農場長から説明（特に種牛に関してが印象的でした）を承ったりして
夕刻市内に戻り、同人全員参加して漫談会を開きました。」とある。奥付など
には「街」、表紙には「街もりおか」とある。『街』編集人は鈴木彦次郎、杜の
都社は、盛岡市松尾町ト18に所在。
［再　録］『鈴木彦次郎随筆集』（杜の都社同人、1976年7月）
『山椒魚』まで／対談
［初　出］『人と人影』〈現代日本のエッセイ〉（毎日新聞社）311貞～331頁1972年5月5日
［出席者］井伏鱒二、河盛好蔵
［中見出］「都ことば」「ふるさとの村」「広島県の作家」「古墳文化の地」「次男坊」「祖
父・父の思い出」「兄弟の思い出」「少年時代」「中学時代」「美術を志す」「早
稲田の文科」「早稲田気質」「早稲田騒動」「小説への道」「「作品．の仲間」
「田中責太郎さんのこと」「佐藤春夫に会う」「ユーモア・ナンセンス作家」
「『多甚古村』」
［再　録］河盛好蔵『井伏鱒二随聞』（新潮社、1986年7月15日）†中見出に代えて行空き
とする。
特別対談／梅雨晴れ横町閑談
［初　出］『週刊小説』（実業之日本社）第2巻第24号（通巻第71号）12頁～19貢1973年6月29
日
［出席者］井伏鱒二（作家）、永井龍男（作家）、藤原審爾（司会）
［中見出］「がっかりした旅」「どこへ行っても鯛の活きづくり」「井伏家の料理の味」
「オフクロのこさえた味噌汁」「味の変らない米の貯蔵法」「気の毒なトビ」
「今こそ一億何千万総俄悔」「名人は火葬場に」「原稿料は安い」「好きで入っ
た道なんだから」「昇給に歩調合せて」「活気のある韓国」「色とりどりの朝鮮
服」
［編　注］リード「梅雨晴れの一夕、文壇の巨匠、井伏鱒二氏と永井龍男氏のお二人に対
談して戴いた。御両氏に親しい藤原審爾氏の司会によって、親友同士である両
氏の話がはずみ、料理の話、日常生活の変り方、最近の世相あれこれと話はつ
きるところを知らなかった。」対談中の写真6種を掲載。表紙には「特別対談／
井伏鱒二：永井龍男／「最近の世相について」／司会　藤原審爾」とある。
〈特別対談〉／夕すずみ緑台話
［初　出］『潮』（潮出版社）第170号（8月旨）226頁～237貢1973年8月1日
－　54－
［出席者］河盛好蔵（仏文学者）、井伏鱒二（作家）
［中見出］「町の子の覗爽たる歩きぶり」「松平夫人のエピソード」「ロンドンの日本人労
働者」「日本画家を志したころ」「栖鳳と関雪」「初めての東京」「須磨子のカチ
ューシャ」「酒は浮世の義理」「夜逃げしたこと」
［編　注］対談中の写真2枚を掲載。目次標題脇には「旅にはじまる数々のエピソードを
折り込みながら浮世の義理の酒の話題に至る洒脱な対話」とある。
［再　録］河盛好蔵『井伏鱒二随聞』（新潮社、1986年7月15日）†中見出に代えて行空きと
する。
釣り談養　浮世問答／捨てたつもりの煩悩が山奥までついてくる
［初　出］『別冊文垂春秋』（文垂春秋）第126号194頁～207買1973年12月5日
［出席者］井伏鱒二、開高健
［中見出］「ゴカイよりも釣れるロツカイ」「開高は元気です」「釣りと女と戦争と」「ポル
ノを書くひまもない」「「聖域の中を誇るな」」「過ぎた母性愛は及ばざるが如
し」「花のかげにはトゲがある」「著書より焼物が喜ばれる」
［編　注］対談中の写真2枚を掲載。目次標題脇「釣りの極意は人生の極意に通ず－文
壇きっての名釣り師のお二人が魚たちとの対話を通じて語るこの世の表と嚢」。
［再　録］①開高健『午後の愉しみ』〈開高健対談集〉（文聾春秋、1974年7月1日）。②開
高健『釣り人語らず』　〈開高健全対話集成3釣編〉（潮出版社、1982年6月10日）。
③開高健『釣り人語らず』〈潮文庫〉（潮出版社、1985年10月10日）。④『アサヒ
グラフ』別冊　〈井伏鱒二の世界〉（1992年6月25日）。†中見出の文言に代えて
行空きを配する。⑤井伏鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月20日）
［釣談義　浮世問答］。（り井伏鱒二『井伏鱒二対談集』　〈新潮文庫〉（新潮社、
1996年8月1日）［釣談義　浮世問答］
文学青年萎れ－rあの日この日」の周辺事－
［初　出］『群像』（講談社）第29巻第1号（1月号）246貢～273頁1974年1月1日
［出席者］井伏鱒二、尾崎一一雄
［中見出］「むかしの仲間たち」「早稲田の界隈」「富沢有為男のこと」「第三次「早稲田
文学」発刊の頃」「早稲田の名物男たち」「娘義太夫のはなし」「「文芸都市」
のこと、原稿紛失のこと」「色紙をめぐって」「戦争中の′′書きにくさ〝」
「「暢気眼鏡」の受賞前後」「志賀さんのことなど」「短篇の名手、徳田秋声」
［編　注］冒頭に「1973．11．7」とある。対談中の写真3枚を掲載。
［再　録］（》井伏鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月20日）［文学青年要れ］。
（診井伏鱒二『井伏鱒二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社∴1996年8月1日）［文学青年
婁れ］
〈対談〉／地理・歴史・文学
［初　出］『文芸』（河出書房新社）第15巻第1号（1月号）214貞～237頁1975年1月1日
［出席者］井伏鱒二、河上徹太郎
［中見出］「田布施界隈」「瀬戸内海の島」「地理と歴史」「赤根武人と世良修蔵」「ロアー
ル川界隈」「釣りと猟」「イヌの毛なみと川の毛なみ」「作品」のころ」
［編　注］本文末尾「1974．10．22」。対談中の写真2枚を掲載。
［再　録］①井伏鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月20日）。②井伏鱒二『井伏鱒
二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社、1996年8月1日）
新春随談／食べもの本未の味覚を語る／今も味わえる昔ながらのうまさ
［初　出］『週刊小説』（実業之日本社）第4巻第‡号64貫～71頁1975年1月10日・17日合併号
［出席者］井伏鱒二、深沢七郎
［中見出］「いまの鮪は魚が大きすぎる」「鮪の振り方」「値段は均一にしたい」「夏と冬で
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違う今川焼の甘さ」「インスタントでないのは……」「ヒルに血を吸わせる」
「文字を忘れて苦労する」「原種のトマトのうまさ」「花にまで着色」「東京の空
気がよくなった」
［編　注］リード「新春を迎えて、一夜、井伏鱒二氏、深沢七郎氏に対談していただいた。
話は近く深沢氏が開店することになっている寿司屋の話題から始まったが・久
し振りに会ったというお二人、時間のたつのも忘れるくらいなごやかに話がは
ずんで、新年にふさわしい楽しい対談となった。」対談中の写真5種を掲載。
対談旅行／瀬戸内海で釣りを楽しんだ
［初　出］『文垂春秋デラックス』〔目で見る「釣魚大全」〕（文薮春秋）第4巻第7号（7月号）
51頁～61頁1977年7月1日
［出席者］井伏鱒二、永井龍男
［中見出］「釣り堀も味なものだ」「名竿は金庫に入れて保存する」「三名人は蘭垂、普久、
垢石」「友釣りを工夫したのは垢石？」「魚の味に主観があるか」
［編　注］本文中に対談旅行中の写真（′日日忠博撮影）、62頁～63貢に永井龍男「後記」、
を掲載。
対談
［初　出］『現代の文学月報』12〔『現代の文学』30〈北杜夫／三浦哲郎〉付録〕（講談
社）1頁～3頁1977年7月
［出席者］井伏鱒二、三浦哲郎
［編　注］対談形式。『現代の文学』30〈北杜夫／三浦哲郎〉は1977年7月20日発行。冒頭
に「三浦哲郎との対談／場所・井伏鱒二方書斎／月日・六月十三日夜／立合人
・講談社宍戸記者」とある。
特別企画欄談」／戦争と人と文学
［初　出］『太陽』（平凡社）第174号（10月号）102頁～118頁1977年9月12日
［出席者］井伏鱒二、中島健蔵、巌谷大四（文芸評論家・司会）
［中見出］「出会いの頃」「同人誌の内幕」「飲み屋談議」「太宰治のこと」「作家を泣かせ
る」「乱世の雄・林房雄」「作家の母親」「原稿料は安かった」「作家徴用J「徴
用の意図は……」「シンガポールへ」「兵隊と暮らす」「帰国のいきさつ」「東方
社について」「甲州に疎開して」「文学の官僚統制」「新宿ハモニカ横TJ「深
沢七郎論」「「回想の文学」について」
［編　酎リード「文学だけを糧として生きていた同人誌時代、重圧と苦悩の戦中期・そ
して混乱と新生の戦後期。今、文壇の二大巨峰が括る昭和文学史の現場証言」。
本文末尾「（七月十九日・「福田家にて」）」e冒頭に井伏・中島の略歴を掲載0
本文中に対談中の写真6枚のほか、昭和文学史に関わる写真を掲軌目次標題
脇「太宰治、横光利一、菊池寛そして徴用、ハモニカ横町…0昭和全期にわた
って文壇をリードしてきた両氏が語る人と時代」。編集後記にあたる「ペンだ
こアシだこ」欄に、A名義で「特別企画で、井伏鱒二∴中島健蔵両氏に昭和文学
の人と時代をテーマに対談をお願いした。軽々四時間にわたってお話を拝聴す
る。〔略〕」とある。
対談／書くのは愉し
［初　出］『波』（新潮社）第13巻第10号（10月号・通巻第118号）帽～11頁1979年10月1日
［出席者］井伏鱒二、三浦哲郎
［中見出口『木馬の騎手』」「子供の素直な目で」「とにかく書かねは」「ライバル」「ニガ
リ・イクオール・エスプリ」「日記のこと」
［編　注］本文末尾「（富士見・油屋にて）」0井伏・三浦の写真各1枚を掲載0
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対談／木下夕爾／詩と／文学
［初　出］『俳句とエッセイ』（牧羊社）第川巻第1号（1月号）18頁～32頁1982年1月1日
［出席者］井伏鱒二、河盛好蔵、朔多恭（進行）
仲兄出］「木下夕爾の印象」「夕爾の人柄について」「四季派の洗礼」「俳句との出会い」
「万太郎の添削」「夕爾詩業の再評価」「小説の試み」「『児童詩集』のこと」
［編　注］標題頁左下「十一月三十日／新宿・くろがねにて」。「特集木下夕蘭の詩と俳
句」の内。対談中の写真4枚を掲載。
（対挟〕／片隅の昭和史－『荻窪風土剛の周辺－
［初　出］『新潮』（新潮社）第80巻第1号（1月号）228貢～252頁1983年1月1日
［出席者］井伏鱒二、安岡章太郎
［中見出］「ムーラン・ルージュ盛んな頃」「インチキな大工の話」「メジロを食べる」
「私小説家は地主の息子」「風荒き地」「勉強好きの女流作家」「岩野泡鳩につ
いて」「描写と想像力」「関東大震災と戦災」「軍人嫌い」「思い出の文士の文
体」
［編　注］本文末尾「（対談は十月二十二臥荻窪四面道の山新寿司にて）」。井伏・安岡
の写真各1枚を掲載。
［再　録］①安岡章太郎『安岡章太郎対談集』l〈作家と文体〉（読売新聞社、1988年1月
28日）［片隅の昭和史］。②井伏鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月
20日）［『荻窪風土記』の周辺］。†「勉強好きの女流作家」の項を削除。③井
伏鱒二『井伏鱒二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社、1996年8月1日）［『荻窪風土
記』の周辺］†「勉強好きの女流作家」の項を削除。
文学七十年
［初　出］『海燕』（福武書店）第4巻第1号（1月号）54頁～78頁1985年1月1日
［出席者］井伏鱒二、河盛好蔵
［中見出］「『夜ふけと梅の花』について」「志賀直哉と岩野泡鳴」「自然主義と左翼運動」
「外国文学の影響」ロンドンのサェルレーヌ」「「輌ノ津日記」について」
「〝巷に雨の降るごとく…〟」
［編　注］目次には「新春対談　文学七十年」とある。対談中の写真3枚を掲載。
［再　録］①河盛好蔵『井伏鱒二随聞』（新潮社、1986年7月15日）。†中見出に替えて1行
空きとする。②井伏鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月20日）。③井伏
鱒二『井伏鱒二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社、1996年8月1日）
座談会／俳句のこころ俳句の風土
［初　出］『アサヒグラフ』〈増刊俳句の時代〉（朝日新聞社）通巻第3250号84貢～91頁1985
年4月1日
［出席者］井伏鱒二、飯田龍太、河盛好蔵、永井龍男
［中見出］「漢詩の影響が俳句をむずかしくした」「発病してよくなった上林暁の句」「熱海
にあった知られざる名句」「すぐれた俳人には冷たいところがある」「日本人
の血肉になる十七文字」「優れた句は流派を超える」「俳句をつくると美しく
なる」
さかな
［編　往］リード「春の夕べの一期一会。自然と人生を肴にしばしの宴。／長い文学生活
の中で出会った思い出の人々のエピソードあれこれ。／俳句の面白さ、こわさ。
しんらつ
／そして、ときに、時流を語って、辛辣をきわめる。／当代きっての詩文の達
人たちがユーモアとペーソスでつづる歳時点描。」出席者別の写真各1枚（略歴
を付す）に集合写真1枚を掲載。
く特別対談〉　昭和初期の作家たち
［初　出］『三田文畢』（三田文学会）第64巻第1号（春季号・復刊第1号）22貞～37頁1985年
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5月1日
［出席者］井伏鱒二、安岡章太郎
［中見出］「梶井基次郎と三好達治」「作家の貧乏いまむかし」「『鯉』発表と富沢有為男」
「習作時代の動物ものと『黒い雨』」「龍胆寺雄と和田伝」「晩年の水上滝太郎」
［編　注］本文末尾「（荻窪東信闇にて）」。井伏・安岡の対談中の写真各1枚を掲載。
［再　録］安岡章太郎『安岡車太郎対談集』1〈作家と文体〉（読売新聞社、1988年1月
28日）
対談／自選を終えて
［初　出］『波』（新潮社）第19巻第10号（10月号・通巻第190号）6貢～11頁1985年10月1日
［出席者］井伏鱒二（作家）、河盛好蔵（評論家）
［中見出］「「自選」から落した作品について」「r手直し」について」「「遊んでいる」
文章の魅力」「歴史とのかかわりについて」「井伏さんの「庭訓」」
［編　注］対談中の井伏・河盛の写真各1枚を掲載。
【再　録］河盛好蔵『井伏鱒二随聞』（新潮社、1986年7月15日）†中見出に代えて行空きと
する。
新春無題気値対談／－桃の花、浅草結び、山椒魚－
［初　出］『新潮』（新潮社）第83巻第2号（2月号）174頁～187貢1986年2日目］
［出席者］井伏鱒二、深沢七郎
［中見出］「万病にきく水」「こわい父、やさしい母」「桑田変じて漁港となる」「初めて
見たヌード」「光っている随筆」「「いろひめの水」の素直なよさ」「印旛沼の
主」
［編　注］対談中の写真3枚を掲載。
［再　録］『アサヒグラフ』別冊　〈井伏鱒二の世界〉（1992年6月25日）†中見出の文言に代
えて◆を配する。
対談／慣らは書くしかない
［初　出］『波』（新潮社）第21巻第9号（9月号・通巻第213号）6頁～11貢1987年9月1日
［出席者］井伏鱒二（作家）、三浦哲郎（作家）
［中見出］「川音を聞きながら」「ディテールにこだわる」「手直しはきりがない」「長編と
短編と」「何歳まで善くか」
［編　注］本文末尾「長野県・高森にて」。対談中の井伏・三浦の写真各1枚を掲載。
［再　録］①井伏鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月20日）。②井伏鱒二『井伏
鱒二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社、1996年8月1日）
対談
［初　出］『新潮』（新潮社）第86巻第3号（3月号）6頁～20貢1989年3月1日
［出席者］井伏鱒二、安岡章太郎
［中見出］「平成とはなかなかいい」「みんな貧乏だった」「寝床で聞いた二・二六の銃声」
「「海行かは．の曲と歌詞」「電車の中でお辞儀しろ」「戦友はレイテ島へJト一
歩下がって三歩下がる」
［編　注］特集「文学の証言　昭和を送る」巻頭。井伏・安岡の写真各1枚を掲載。
［再　録］①井伏鱒二『井伏鱒二対談集』（新潮社、1993年4月20日）［文学者の証言　昭和を
送る］。②井伏鱒二『井伏鱒二対談集』〈新潮文庫〉（新潮社、1996年8月1日）
［文学者の証言　昭和を送る］
「黒い雨」を語る
［初　出］『月刊Asahi』（朝日新聞社）第1巻第1号（6月号）155頁～159頁1989年6月1日
［出席者］井伏鱒二（作家）、今村昌平（映画監督）
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［中見出］「もうひとりの被爆者」「井伏流の実証精神」「忍び寄る、本当の怖さ」
［縮　注］対談の前に「●小説「黒い雨」」、「●映画「黒い雨．今村昌平監督作品」とし
て、それぞれの紹介がある。今村・井伏の写真各1枚（須田慎太郎撮影）を掲載。
特別対談／太宰治という人
［初　出］『the座（季刊）』〈特集・太宰治〉（こまつ座）第15号8頁～11頁1989年12月15日
［出席者］井伏鱒二、長部日出雄
［中見出］「加害者の立場なのに被害者だと思っている」「太宰君が好きだったから腹が立
ったことがない」
［編　注】太宰の遺品写真1枚、井伏・長部の写真各1枚に略歴を付す。
荻窪界隈の文士たち
［初　出］『別冊文聾春秋』（文垂春秋）第191号130頁～140貢1990年4月1日
［出席者］ねじめ正一、井伏鱒二、印南寛（司会・／卜誌元編集長）
［中見出］「「阿佐ヶ谷将棋会」のころ」「中央線の「文化」」「徳川夢声の飲み方」「文
士劇の思い出」「太宰治が惚れた女性」「靴を盗まれた話」
［編　注］リード「『荻窪風土記』に語られた東京・中央線沿線の文士たち。情熱的な、
逸話多き懐かしき人々」。対談中の写真3枚を掲載。
太宰治君＝‥‥あれから60年
［初　出］『毎日新聞』夕刊第41017号第13両1990年6月15日
［筆　者］桐原良光記者
［編　注］訪問記事に井伏談話を引用。「東京・荻窪の自宅で語る井伏鱒二氏（6月9日）」
とのキャプション付き写真1枚を掲載。
特別対談／ヤマメがやっぱり一番だ！！
［初　出］『水の趣味』（ベースボール・マガジン社）第11号7頁～18頁1990年8月15日
［出席者］井伏鱒二、萩原得司
［中見出］「釣りの歳月」「大物を釣った海と川」「ヤマメ釣りが一番」「庄内竿と甲州竿」
「釣ったところを見せたいこともある」「モーパッサンはすごい」「グダリ沼の
ことなど」「開高さんにあげた秘伝の巻物」
［編　注］「特集井伏鱒二の世界」の内。対談中の写真7枚のほか関連する写真9枚、井伏・
萩原の略歴を掲載。また、末尾に「昭和四十八年十月吉日／釣師　井伏鱒二」
の日付と自筆署名のある「開高健所蔵の巻物／福田蘭童開発／鮎餌釣技法」を、
「（月刊誌「潮」’73年12月号　白いページの項「伝授される」〈開高健〉　よ
り）」と田所明示して掲載。なお、この巻物の写真版は『太陽』　〈特集　開高
健〉　第422号（1996年5月12日・5月号）10頁～12頁に掲載。
［再　録］萩原得司『井伏鱒二聞き書き』（青弓社、1994年4月1日）［ヤマメがやっぱり一
番だ］
‖　訪問記事など
辛うじて終電車に乗る／井伏鱒二氏
［初　出］『文学時代』（新潮社）第4巻第4号（4月号）12頁（口絵）1932年4月1日（3月19日）
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。「春の夜はふけて」の内。井伏写真1枚を掲載。
井伏の写真に次のような文章が付されている。「もうこれで何度目かの禁酒宣
言をした井伏氏、でも今度は本歯に、本営に、止めたとおっしゃる。で、今や
終電車に辛うじて間にあって、階段を急ぎ上って行く氏の姿をカメラに収めた
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ら「君、君、絶封対に飲んでたんぢやないよ。酒を飲んで夜更かししてたなん
て書いちや駄目だよ。見給へ、酔払ってゐないだらう。今夜は『作品』の合に
出たんだ。人類は眞面目になったよ君」お酒よお酒よ。井伏氏を誘惑する勿
れ。」
井伏鱒二氏
［初　出］『文学時代』（新潮社）第4巻第7号（7月号）12頁（口絵）1932年7月1日（6月19日）
［筆　者］吉行エイスケ
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。「作家リレ「訪問」の内。井伏写真1枚を掲載。
以下全文「井伏君はこれまでも度々寓県を出されるが、あの有名な美しい奥さ
んと一度も接されないのはどういふわけだらう。今度はぜひ、奥さんと、お子
さんと家庭図滴な鹿を拝見したい。どうしてもいやだといふなら考へがある
……／井伏氏日く「女房はゐません。留守なものは仕方がないでせう。吉行君
に考へがあってもこはくはないから、僕一人撮って下さい。もう一度来てもや
っぱり女房は留守でせう」」
井伏鱒二氏の印象
［初　出］『文畢集閲』（草原書房）第15号（12月号）26頁1949年1日］15日
［筆　者］本橋錦一
［編　注］訪問記事に井伏発言を引用。書斎での井伏写真1枚を掲載。なお、本号に井伏は
「巻頭言」を寄稿。また、誌名は、奥付・目次などには旧字体で「文畢集園」、
表紙には新字体で「文学集団」とある。
一九五〇年度／文学賞受賞者告知板／本日休診　井伏鱒二
［初　出］『アサヒグラフ』（朝日新聞東京本社）第54巻第23号（通巻第1372号）17貢1950年
12月6日
［筆　者］無署名
［編　注］第1回読売文学賞小説賞受賞作「本日休診」、井伏の作風・略歴などを紹介しつ
つ－談話を交えて構成。井伏写真1枚。特集記事全体のリード「文学賞というも
の、アメリカではビューリッツア賞、オー・ヘンリー賞、フランスではアカデ
ママ
ミー賞、ゴンクール賞、フェミナ賞など、一度受賞すればその権威による単行
本の売行きと莫大な賞金とで、少くとも一、二年の生活は保障される。そこで
ママ
作家も英気を養い次の仕事も秀作が生れる可能性に恵まれる。日本では最高が
読売賞の十万円、最低が芸術院賞の二万円で、まず五万円平均では一ケ月も持
つまい。しかし遅ればせながら政府の芸術院賞も復活し、最近では文化勲章に
も副賞として賞金をだしてはという声も大きくなりはじめていることは、やは
り喜ぶべき現象なのであろう。」
※作家を訪ねて
［初　出］『新押ニュース』川5年　月即日
［編　注］未確認。『大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録』〈人名編1〉（大宅壮一文庫、1985
年6月1日）に拠る。
井伏鱒二の生活と意見－作家の見た作家－
［初　出］『文畢界』（文垂春秋新社）第8巻第6号（6月号）160頁～165頁1954年6月1日
［筆　者］小山酒
［編　注］160頁と161頁半ば迄は井伏「日記」を掲載。それ以後に小山の訪問記事を掲載。
「封談する井伏鱒二氏（左）と筆者」、「庭に立つ井伏鱒二氏」とのキャプション付
き写真各1枚を掲載。目次には、小山清「井伏鱒二の生活と意見【作家訪問】」、井
伏鱒二「その日の日記」とある。
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〈作家の二十四時〉　2／井伏鱒二
［初　出］『新潮』（新潮社）第52巻第2号（2月号）73頁～76貢1955年2月1日
［筆　者］無署名
［編　注］書斎、散歩中などの井伏写真4枚に解説、井伏発言を付す。
井伏鱒二
［初　出］福田清人『十五人の作家との封話』（中央公論社）5頁～21頁1955年2月15日
［筆　者］福田清人
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。中扉（裏白）は林忠彦掘影の井伏写真1枚。
井伏鱒二会見記
［初　出］『群像』（大日本雄辞令講談社）第11巻第7号（7月号）192頁～195頁1956年7日目
［筆　者］浅見淵
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。
［再　録］①『昭和の作家たち』〈アテネ新書84〉（弘文堂、1957年12月25日）。②『浅見淵
著作集』第1巻　〈評論〉（河出書房新社、1974年8月30日）
穏やかで温かな雰囲気／井伏鱒二氏を訪ねて
［初　出］『日本読書新聞』第932号第4面1958年1月1日
［筆　者］有吉佐和子
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。「井伏鱒二氏と有吉佐和子さん（銀座はせ川で）」
とのキャプション付き写真1枚を掲載。
〔避暑プランを練る流行作家たち〕
［初　出］『週刊文春』（文垂春秋新社）第4巻23号22頁1962年6月11日
［筆　者］無署名
［編　注］「マスコミの眼」欄。標題記事中に、「嫌いじやないんですよ。僕だって行きた
いけど、無精だから。毎年、来年は、来年はと思ってるんですがね」との井伏
発言がある。井伏ほか5名の作家の写真を掲げる。
連載　ベストセラーズの背景と人と作品／珍品堂主人の作家／井伏鱒二氏を訪ねて
［初　出］『婦人画報』（婦人画報社）第700号（7月号）53頁～56頁（口絵）1962年7月1日
［筆　者］無署名
［編　注］グラビア貢。訪問記事中に一二の井伏発言を引用。標題頁（53頁）に井伏写真
1枚、その他本記事中に、「ビク　竿　餌箱を手に東京駅で汽車を待つ先生」
「右は観戦中の三浦哲郎氏」「「珍品堂主人．こと秦秀夫氏（右）と壷の話に熱中
の先生」とのキャプション付き写真を各1枚を掲載。「カメラ　田辺猛」とある。
この「連載　ベストセラーズの背景と人と作品」は、この写真中心の口絵頁と、
本文に配された解説（河盛好蔵「珍品堂主人」352頁～357頁、巌谷大囲「ダイジ
ェスト　珍品堂主人」354貢～355貢）とを併せて構成されている。
※上膠訪周／原虐小成を好いた井伏鱒二丘
［初　出］『東泉新膠』夕刊一夢日≠孝男厨川銅年月用日
［筆　者］石田記者
［編　注］未確認。寺横武夫「井伏鱒二参考文献年表」（磯貝英夫編『井伏鱒二研究』渓
水社、1984年7月10日）に拠る。
ブームの記録〝実録文学′′／事実の重み、タブーもとかれ…
［初　出］『読売新聞』第32469号第18面1967年2月19日
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［筆　者］無署名
［編　注］記事中に井伏談話を引用。掲載面は日曜版。冒頭に以下のようにある。「ノン
フィクション風な小説が盛んに読まれている。秀作も多い。井伏鱒二氏「黒い
雨．、阿川弘之氏「山本五十六」、吉村昭氏「戦艦武蔵」、それに松本清張氏
「昭和史発掘」など〔中略〕。フィクションとノンフィクションの二つの山の
中間に立つ、第三の山である。この山を踏査してみよう。」井伏については、
「なぜこの種の小説を書くか」、「記録を文学に移行させることがいかにむずか
しいか」という2点についての談話を掲載。なお、この談話は、『朝日新聞』
第29150号1967年2月23日第7面掲載「標的／事実と虚構」に引用されている。
本と人／「釣人」の井伏鱒二氏／名人・佐藤垢石の秘伝／痛かった、おふくろの死
［初　出］『濱費新聞』第33724号第17両1970年7月31日
［筆　者］篠原大記者
［編　注］訪問記事中に井伏談話を引用。「ひょいひょい飛ぶ話題、いつか交友の回想へ」
とのキャプション付き写真1枚を掲載。本文末尾に「「釣人」（新潮社刊、八〇〇
円）」とある。
《作家訪問記》／井伏鱒二
［初　出］『海』（中央公論社）第8巻第1号（1月号）246頁～247頁1976年1月1日
［筆　者］『海』訪問記者
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。
そしてヒロシマ長崎8／「黒い雨」忘れまい／それぞれが体験伝えて
［初出］『毎日新聞』第38189号第23両1982年8月5日
［筆　者］無署名
［編　注］記事中に「ことし八十四歳の井伏は東京・荻窪にある自宅の書斎で当時を振り
返った。」として、「黒い雨」執筆に関わる井伏発言を引用。
日本の百人／井伏鱒二／「いい作品1つ書けば全集いらない」／故郷の温かみと確かな目
［初　出］『日本経済新聞』夕刊第35440号第1面1984年6月4日
［筆　者］柴崎信三記者
［編　注］訪問記事に井伏発言を引用。井伏写真1枚と略歴を掲載。
米寿にしてなお名作『山槻魚』を書きかえる／井伏鱒二の文学的情熱
［初　出］『サンデー毎日』（毎日新聞社）第64巻第46号（通巻第3550号）23頁～25頁1985年
10月27日
【筆　者］布施広（本誌）
［編　注］記事全体のリード「文壇の大家、井伏鱒二氏の「自選全集．（新潮社）の刊行が
始まった。収録作品を厳選し、「これぞ井伏文学の決定版」というふれこみだ
が、高名な作品が手直しされ、あの『山椒魚』も末尾をバッサリ。米寿を迎え
て老大家に一体、何が起きたのか－。」自選全集第1巻所収「山椒魚」末尾
改訂に関する記事中に井伏発言を引用。
今日の問題／『山椒魚』その後
［初　出］『朝日新聞』夕刊第37475号第1両1985年11月13日
［筆　者］無署名
［編　注］自選全集第1巻所収「山椒魚」末尾改訂に関して、「ご当人はどうなのだろう、
と思って井伏さんに尋ねてみた。」として、井伏発言を引用。
井伏鱒二さん九〇歳の初めての童話集／荻窪の自宅で昼間の水割りを傾けながら
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［初　出］『朝日ジャーナル』（朝日新聞社）第30巻第25号（通巻第1537号）70頁～71頁1988
年6月17日
［筆　者］岸本菓子
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。「ひろば拡大版」欄。井伏写真1枚、『トートー
という犬』表紙と本文の写真各1枚を掲載。
仕事場探検隊20／井伏鱒二作家／盗られた表札は十数枚／ついに表札を掛けることを断念
した井伏邸
［初　出］『週刊文春』（文聾春秋）第32巻第2号口絵（見開き2貢）1990年1月18日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。「撮影　本社　井上隆夫」とのキャプション付
き井伏写真と、書斎に置かれた太宰書簡などの写真3枚を掲載。
わが心の残像／井伏鱒二／水割りを芋に請々と名座談
［初　出］『東京新聞』夕刊第17141巻第9面1990年4月5日
［筆　者］田沼武能
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。井伏写真1枚を掲載。
［再　録］（D田沼武能『わが心の残像』（文垂春秋、1991年4月1日）。（診『アサヒグラフ』
（通巻第37716号1993年7月30日）†「追悼／井伏鱒二氏逝く／rサヨナラダケガ人生
ダJ」の内。
作家のindexのインデックス／（表紙＋口絵）／井伏鱒二さん
［初　出］『すはる』（集英社）第13巻第2号（2月号）336貢1991年2月1日
［筆　者］K
［編　注］口絵9貢～12頁掲載の写真貢「作家のindex」（写真17枚）の解説に井伏発言を引
用。
［再　録］大倉舜二『作家のインデックス』（集英社、1998年11月10日）†写真のみ再録。
鋭い批評で作家憮射抜く／「文士の風貌」の井伏鱒二さん／底流には尊敬の念
［初　出］『中国新聞』第34976号第11両1991年7月2日／『神戸新聞』第33684号第12面
1991年7月17日
［筆　者］無署名
［編　注］訪問記事中に井伏発言を引用。「かつての文士仲間について締る井伏鱒二さん」
とのキャプション付き写真1枚を掲載。『神戸新聞』掲載標題「「文士の風貌」
を出版／井伏鱒二さんに聞く／鋭い批評の裏に尊敬の念／漱石、直哉から戦後
派まで／仰ぎ見るような人いなかった」。『神戸新聞』リード「今年前半、文学
関係で一番面白い本は井伏鱒二さんの「文士の風貌」（福武書店）ではないだろ
うか。漱石、鴎外から白鳥、太宰、三島、開高まで。出会った文士たちの核心
を一言で射抜く鋭い批評ばかりで、全集未収録のものも多い。しかも批評の底
には必ず作家たちへの尊敬の念があって、かつての文学者たちの豊かな世界が
伝わってくる。九十三歳になった文壇の最長老に、親交のあった文士たちにつ
いて聞いた。」なお、この『神戸新聞』リードは、『中開新聞』では、本文第1
段落になっている。
井伏鱒二氏を訪問した日／悲しげに「黒い雨」吉苦る／大作家にも眠れない夜
［初　出］『徳島新聞』第17719号第13面1993年8月6日
［筆　者］勝瀬澄子
［編　注］訪問回想記中に井伏発言を引用。
信州高森の山荘
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［初　出］『備後春秋』（備後春秋編集部）第58号　〈特集・井伏鱒二先生追悼一周年〉11買
～15貢1994年8月31日
［筆　者］舘上敬一
［編　注］冒頭に「昭和五十九年九月十二日、妻と二人で訪問した。」とある、高森の別荘
訪問の記事に井伏発言を引用。記事関連の井伏写真8枚を掲載。備後春秋編集部
は、福山市東桜町2－12に所在。表紙・奥付には「芸術・随想誌／備後春秋」と
ある。
冬の午後
［初　出］『備後春秋』（備後春秋編集部）第58号　〈特集・井伏鱒二先生　追悼一周年〉　32
頁～35頁1994年8月31日
［筆　者］佐藤好成
［編　注］冒頭に「赤松月船の紹介で清水町の井伏邸を訪問したのは、昭和三十一年の二
月上旬であったと思う」とある、訪問の回想に井伏発言を引用。
草魚記（二）－井伏鱒二氏の素顔を偲んで－
［初　出］『草魚』（井伏鱒二文学研究会）第2号8貢～20貢1997年3月12日
［筆　者］清水凡平
［中見出］「承前」「荻窪教会通り」「みや川」「ピカー」
［編　注］1983年7月28日訪問時の記事に、井伏発言を引用。記事関連の井伏写真11枚を掲
載。井伏鱒二文学研究会は、福山市延引広町3－8児島書店内に所在。なお、『尊
魚』創刊号（1996年6月25日）掲載の「尊魚記－井伏鱒二氏の素顔を偲んで－」は、
『毎日新聞』備後版（1983年1月20日～22日、25日～29日、2月＝］、3日～5日）掲
載「四季おりおり／井伏鱒二の素顔／ワイド版①～⑫」の改訂・再掲。
草魚記（三）－井伏博二氏の素顔を偲んで－
［初　出］『尊魚』（井伏鱒二文学研究会）第3号8頁～26頁1998年3月14日
［筆　者］清水凡平
［中見出］「承前」「（一）信濃境」「（二）井伏山荘」「（三）鞘ノ津日記」「（四）霊芝」「（五）
記念写真」
［編　注］訪問記に談話・書簡などを引用。記事関連の井伏写真9枚を掲載。
参考
井伏領二君の横顔
［初　出］『文学時代』（新潮社）第4巻第6号（6月号）94頁～95頁1932年6月1日（5月19日）
［筆　者］吉行エイスケ
［編　注］「彼のスケッチ」の内。人物短評に井伏発言を引用。
井伏鱒二
［初　出］『文蚤春秋』（文垂春秋社）第10年第11号（10月号）388頁～389頁1932年10月1日
（9月18日）
［筆　者］深田久浦
［編　注］「附録／文壇ユウモア」、深田執筆「仲間」の内。人物短評に井伏発言を引用。
文壇近事／文士は講演が不得手
［初　出］『信濃毎日新聞』第18678号第6両1934年5月22日
［筆　者］無署名
［編　注］「最近某所で文峯講演合が催された」として、その緯演会に飛び入りで加わった
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井伏の話の内容を簡単に紹介。
録音の日に
［初　出］『現代作家自作朗読集』（朝日ソノラマ）70頁1966年11月25日
［筆　者］無署名
［編　注］「山椒魚」「屋根の上のサワン」の自作朗読時の状況を記す記事に、井伏発言を
引用。本文末尾「昭和三十六年五月、東京荻窪の自宅にて録音・写真撮影＝笹
本常子」。本書は書名のように、各作家に自作朗読（ソノシート）、各作家の写真、
作家の朗読作品解説などで構成。
文芸インタヴュー《人とこの世界》第十回／〝思い屈した〟／－井伏鱒二
［初　出］『文芸』（河出書房新社）第8巻第3号（3月号）172貢～183頁1969年3月1日
［筆　者］開高健
［編　注］訪問記事に井伏発言を引用。
［再　録］①『人とこの世界』（河出書房新社、1970年10月25日）。②『言葉ある境野』〈開
高健全ノンフィクションⅤ〉（文垂春秋－1977年10月15日）。③『人はいざ……』
〈開高健全人物論集1〉（潮出版社、1983年10月10日）［井伏鱒二］。④『井伏鱒
二』〈群像日本の作家16〉（小学館、1990年12月10日）。
PepIe Theater／人びと劇場／老作家は菩んだ。自宅の屈で作られた井伏鱒二の頭像
［初　出］『文載春秋』第62巻第10号（9月号）〔グラビア・ノンブルなし〕1984年9月1日
［筆　者］無署名
［編　注］巻頭グラビア。西常雄の井伏鱒二頭像制作についての記事。制作中の写真1枚
（井上隆夫摘影）とともに掲載。井伏発言を引用。
（天声人語〕
［初　出］『朝日新聞』第37442号第1両1985年10月10日
［筆　者］無署名
［編　注］自選全集刊行時における「山椒魚」末尾削除についての井伏発言を引用。
現代の顔／人生精々－井伏さんの晩夏写生旅行－
［初　出］『週刊新潮』（新潮社）第31巻第36号3頁～5頁〔グラビア〕1986年9月16日
［筆　者］無署名
［編　注］甲州白樺美術館への写生旅行の写真5枚（田沼武能撮影）に、井伏発言を引用し
た解説文とで構成。
覚え書き／井伏鱒二と荻窪の家。
［初　出］東京人（都市出版「東京人」編集室編、東京都歴史文化財団発行）第10巻第11号
（11月号・通巻第98号）74貢～77頁1995年11月3日
［筆　者］矢口純
［編　注］回想記中に、井伏発言を引用。「自宅でくつろぐ／ありし日の井伏鱒二」とのキ
ャプション付き写真1枚を掲載。「特集／中央線の魔力」の内。
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